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確定申告のご案内
平成19年度行政評価結果のお知らせ
守谷市ポイ捨て等防止に関する条例②
情報ひろば
子育て支援情報
みんなで考えよう！ 国民健康保険
市民活動 サロン
生涯学習コーナー
みんなのひろば
MORIYAフォトニュース
食育だよりVol.18

今日から大人の仲間入り　成人式典
　1月13日、平成20年守谷市成人式典が中央公民館で開催さ
れ、530名の新成人が参加。新成人者が実行委員として式典を
運営し、会場では実行委員が企画した20歳の主張や新成人イ
ンタビューなどが行われました。式典終了後は、商工会青年部
が振る舞うお雑煮を食べながら、旧友との再会を楽しみました。
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年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

し
た
方
の
申
告
方
法　

Ｑ
＆
Ａ

市
役
所
以
外

�

�

�

�

�

の
申
告
会
場
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�

長
い
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
！

�広報もりや2008.2.10

竜ヶ崎税務署　☎0297-66-1303
市役所税務課市民税Ｇ　内線205～207問合先

　

年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
し
た

方
は
、
市
役
所
に
「
市
町
村
民
税
道
府
県

民
税 

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
」
と
、「
摘
要
欄
に
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
可
能
額
が
記
載
さ
れ
た
源
泉
徴

収
票（
コ
ピ
ー
不
可
）」
を
２
月
18
日（
月
）

〜
３
月
17
日
（
月
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
を
忘
れ
て
後
日
申
告
し
て
も
適

用
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
期
間

内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

市
役
所
に
提
出
す
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
広
報
も
り
や
12
月
10
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
す
る
方
は
、

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
竜
ヶ
崎
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
簡
単
に
申
告
書
が
作
成

で
き
る
様
式
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
け

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１
．
申
告
書
は
ど
こ
で
入
手
す
る
の
？

Ａ
１
．
市
役
所
税
務
課
、
仲
町
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
郷
州
・
高
野
・
北
守
谷

公
民
館
、文
化
会
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/

）。

Ｑ
２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
使
え
ず
、
取
り

に
行
け
な
い
場
合
は
？

Ａ
２
．
申
告
書
を
送
付
し
て
ほ
し
い
旨
の

メ
モ
と
、
切
手
付
き
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
上
、
封
筒
に
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
請

書
依
頼
」
と
明
記
し
、
２
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
税
務
課
市
民
税
Ｇ
あ
て
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１
週
間
待
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
．
申
告
書
は
い
つ
提
出
す
る
の
？

Ａ
３
．
２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
〜
11
時
及
び
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
に
、
市
役
所
１
階
小
会
議
室
で
受
け

付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
２
月
24
日
・
３
月
２
日
の
午
前
９
時

〜
11
時
の
み
実
施
し
ま
す
）。

Ｑ
４
．
右
の
日
程
で
行
け
な
い
場
合
は
？

Ａ
４
．
郵
送
で
申
告
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、必
ず
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー
不
可
）、

申
告
書
３
枚
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
場
合
は
３
枚
記
入
し
て
く

だ
さ
い
）、
切
手
付
き
返
信
用
封
筒
を
同

封
の
上
、
封
筒
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
税
額

申
告
書
在
中
と
明
記
し
、
配
達
記
録
郵
便

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記
入

漏
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
返
却
し
ま

す
。
返
却
後
、
提
出
期
間
内
必
着
で
再
度

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
返
信
さ
れ
た
封
筒
は
す
ぐ
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。郵
送
で
の
提
出
は
、余
裕
を
持
っ

て
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
５
．
い
つ
還
付
さ
れ
る
の
？

Ａ
５
．
還
付
で
は
な
く
、
平
成
20
年
度
の

住
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方
へ

③ 

土
地
・
建
物
・
株
式
の
売
買
に
よ
る
譲

渡
所
得
や
損
益
通
算
の
あ
る
確
定
申
告

④
繰
越
控
除
が
あ
る
確
定
申
告

⑤
相
続
及
び
贈
与
の
確
定
申
告

⑥
消
費
税
の
確
定
申
告

⑦
青
色
申
告

⑧
平
成
19
年
分
以
外
の
確
定
申
告

■
竜
ヶ
崎
税
務
署
別
館

（
龍
ケ
崎
市
川
原
代
町
１
１
８
２
―
５
）

▼
日
時　

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
閉
庁
）

※
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月

24
日
（
日
）・
３
月
2
日
（
日
）
は
、

受
付
を
行
い
ま
す

▼
内
容　

申
告
全
般

■
取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎
（
還
付
申
告
）

（
取
手
市
藤
代
７
０
０
）

　

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
行

う
方
は
、
水
戸
地
方
法
務
局
取
手
出
張
所

に
近
い
た
め
、
登
記
事
項
証
明
書
を
取
得

し
た
帰
り
に
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
18
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

※ 

土
・
日
曜
日
及
び
午
前
11
時
〜
午
後
１

時
を
除
く

▼ 

内
容　

還
付
申
告
の
受
付
（
初
め
て
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
・
医
療
費
控

除
・
年
金
な
ど
）

　

市
役
所
で
は
、
広
報
も
り
や
１
月
25
日

号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
19

年
分
所
得
税
及
び
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

の
申
告
を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

期
間　

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

▼ 

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
・
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　

市
役
所
１
階
大
会
議
室

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
2
月

24
日（
日
）・
3
月
2
日（
日
）午
前
9
時

〜
11
時
は
受
付
し
ま
す
。

※ 
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑧
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

　

税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
。

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

② 

収
支
内
訳
が
で
き
て
い
な
い
、
営
業
・

不
動
産
・
農
業
等
の
確
定
申
告

２月18日（月）～３月17日（月）

確定申告の
ご案内

住民税の配当割額控除額・株式
等譲渡所得割額控除額がある場
合（分離課税により住民税を既
に納付している場合）

第二表の「住民税・事業税に関する事項」の欄を必ずご記入くだ
さい。なお、当初課税の納付書が発送されるまでに申告いただか
ないと該当になりませんので、確定申告期間内に必ず申告書をご
提出ください。

給与収入以外の収入（不動産・
雑収入等）に対する住民税を、
給与から天引きしたくない場合

第二表の「給与収入以外の住民税の徴収方法の選択」欄にある、「自
分で納付（普通徴収）」をチェックしてください。

別居の方を扶養する場合
第二表の「住民税・事業税に関する事項」の欄の別居の控除対象
配偶者・扶養親族の氏名・住所を必ずご記入ください。

医 療 費 控 除 の 場 合

医療費明細書を事前に作成してください（記入例は市ホームペー
ジ参照）。また、控除対象になるか不明なものは、竜ヶ崎税務署
へお問い合わせください。
【該当しないもの】インフルエンザの予防接種や健康診断等の予
防に関するもの、診断書代、自己都合による差額ベッド代など治
療でないもの
【補てんされた金額で差し引くもの】生命保険の保険金、健康保
険の高額療養費（予定含む）など
【介護保険施設等の分を医療費控除する場合】指定介護老人福祉
施設利用料等領収書及び居宅サービス利用料領収書等の医療費控
除の対象となる金額が記載された領収書の提出が必要です。

営業・農業・不動産などの事業
所得のある方

必ず収支内訳書を自宅で事前に作成の上、ご持参ください。作成
されていない場合は、申告を受付できない場合があります。

年金収入・給与収入のある方
平成 19 年中に支給されているすべてのところからの源泉徴収票
をご持参ください。源泉徴収票の再発行は、事業所や社会保険事
務所など支給されたところにお問い合わせください。

守谷市シルバー人材センターで
働いた方

平成 19 年配分金支払証明書を必ずご持参ください。配分金は「そ
の他の雑所得」になります。

申告する本人が障害者又は障害
者を扶養する場合

必ず障害者手帳をご持参ください。

夫と死別した場合、又は配偶者
と離婚・死別し、その後も引き
続き再婚せずに子を扶養してい
る場合

寡婦（夫）控除が適用になる場合がありますので、申告時に申し
出てください。

学　生　の　方 必ず学生証をご持参ください。

国民年金を支払っている方
必ず国民年金の支払証明書（控除証明書）をご持参ください。再
発行は社会保険事務所で行ってください。

◆◇確定申告書作成上の注意◇◆

混んでいる申告会場に行かずに、自宅のパソコンで作成して送るだけ！

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
� 広報もりや2008.2.10

●確定申告のご案内
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庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を次年度経営方針として決定

全庁政策会議
市長・副市長・教育長・部長などで、施策の２次評価結果を基に、
次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全庁的に検討します。

施策企画会議
全庁政策会議
の結果（経営
方針）を受け、
施策の主管課
長と関係課長
とで、最終的
な事務事業の
優先度評価を
行い、次年度
の方向性を決
定します。
（次年度の予算
編成にも反映
されます）

施策評価（２次評価）
市長ほか特別職・部長などか成果水準か
ら見た貢献度、重点課題から見た優先度
について評価します。

施策評価（１次評価）
施策の主管部長と関係課長で、成果水準
や今後の課題などについて検討します。

事務事業評価（２次評価）
１次評価結果を受け、担当部長が全庁的
な視点で評価します。

事務事業評価（１次評価）
担当係長及び課長が中心となり、事業の
成果や施策への貢献度について評価、改
革改善について検討します。

事務事業の執行

【守谷市行政評価システムの流れ】【守谷市の政策体系】

政策
（施策の大綱）
政策

（施策の大綱）

施策
（将来像を実現するための手段）

施策
（将来像を実現するための手段）

事務事業
（施策を達成するための具体的手段）

事務事業
（施策を達成するための具体的手段）

DO（実施）

P
L
A
N
（
企
画
）

S
E
E
（
評
価
）

「夢と希望にあふれる町」「夢と希望にあふれる町」
将来像

　

行
政
評
価
と
は
、
市
の
す
べ

て
の
活
動
を
、
目
標
と
す
る
将

来
像
「
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
実
現
の
た
め
の
手
段
と

し
て
と
ら
え
、
そ
の
目
的
や
手

段
、
成
果
に
つ
い
て
の
実
績
を

評
価
し
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）、
洗
い
出

さ
れ
た
課
題
や
問
題
点
を
解
決

で
き
る
計
画
を
立
て
（
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
）、そ
れ
を
実
行
す
る（
Ｄ
Ｏ
）

と
い
う
流
れ
を
作
り
出
す
シ
ス

テ
ム
で
す
（
下
図
参
照
）。

　

行
政
評
価
で
は
、
内
部
で
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
・
Ｄ
Ｏ
・
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
流

れ
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
容
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

ご
意
見
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
政
の
透
明
性
向
上

と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
ま

ず
は
皆
さ
ん
に
、
市
の
仕
事
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
流
れ
を
毎
年

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
効
果

的
・
効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
、
市
民
自
ら
が

市
の
仕
事
を
理
解
し
、
行
動
す

る
と
い
う
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
「
夢
と
希
望
に
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
市
が
評
価
す
る
の
は
、
目
標

と
す
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
「
施
策
」
と
、

そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具
体
的

手
段
で
あ
る
「
事
務
事
業
」
の

２
種
類
で
す
。

　

今
年
度
は
、実
績
評
価
を「
守

谷
市
総
合
計
画 

前
期
基
本
計

画
」（
計
画
年
度
14
〜
18
年
度
）

の
43
施
策
に
つ
い
て
行
い
、
次

年
度
計
画
で
は
「
後
期
基
本
計

画
」（
計
画
年
度
19
〜
23
年
度
）

の
31
施
策
に
つ
い
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

行
政
評
価
に
は
、
１
次
評
価
と

２
次
評
価
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

施
策
の
２
次
評
価
は
、
市
の

ト
ッ
プ
層
に
よ
る
全
庁
的
な
判

断
が
下
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
次

年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
直

結
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
の
仕
事
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
今
年
度
の
施
策
評
価
結
果
（
20
年
度
の
施
策
方
向
性
）
の
概
要
、

事
務
事
業
評
価
結
果
を
説
明
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
全
施
策
の
現
状

水
準
を
確
認
し
、
行
政
運
営
に

係
る
課
題
（
全
庁
重
点
課
題
）

を
設
定
し
て
、
次
年
度
重
点
的

に
進
め
る
施
策
（
重
点
施
策
）

を
決
定
し
、市
の
「
経
営
方
針
」

と
し
て
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
経

営
方
針
に
基
づ
い
て
、
次
年
度

の
施
策
や
事
務
事
業
が
実
行
さ

れ
る
ほ
か
、
予
算
配
分
に
も
生

か
さ
れ
ま
す
（
経
営
方
針
は
、

市
役
所
総
合
窓
口
課
・
企
画
課
、

中
央
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
）。

●問合先　市役所企画課企画・政策推進G　内線331～333
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事
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施
策
・
事
務
事
業
の
評
価
結
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概
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い
て

施　策　名 成 果 指 標
成果の実績値 成果の

方向性
次年度コス
トの方向性 平成 20年度の取組方針

１7年度 １8年度

のびのび育ちいきいき子育て
支援の充実

保育所の待機児童 （人） 140 121

▲ ▲

・ （仮称）市民交流プラザを活用して子育て支援の充実を図る
・保育所の待機児童解消を目指す
・放課後子どもプランの充実を図る
・ 指定管理者制度による南守谷・北守谷児童センターの適
切な運営を行う

こどもにやさしいまちだと思って
いる中高生の割合 （％） 77.0 78.0 

いきいきと暮らせる高齢者福
祉の推進

生きがいをもって元気に暮らして
いる高齢者の割合 （％） 75.2 77.2 ■ ■

・ 出前サロンなどの取組みにより、元気な高齢者を増やす
・ サービス内容（ケアプラン）をチェックして介護費用の
削減を図る
・要介護度が改善されるような取組みを進める

ともに歩む障害者福祉の充実 安心して暮らしていると感じている障害者の割合 （％） 42.8 52.4 ■ ▼
・障害者の自立へ向けた支援を行う
・ 自立支援給付及び地域生活支援事業を総合的かつ計画的に行う
・ 指定管理者制度による障害者福祉センター（療育教室を
除く）の適切な運営を行う

健やかに暮らせる健康づくり
の推進 市基本健康診査受診率 （％） 32 33 ▲ ▲

・乳幼児から高齢者までの健康づくりを推進する
・生活習慣病の予防に努める
・ 疾病が早期発見・早期治療できるように各種検診を強化する

暮らしを支える社会保障の運
営

医療費費用額（一般 +退職）
　　　　　　（老人） （千円）

2,685,969
2,108,688

2,855,877
2,487,282

▲ ■

・医療費の抑制を図り、国民健康保険の健全運営に努める
・国保税の収納率向上を図る
・後期高齢者医療制度の実施による適正な医療の確保を行う
・受給権確保のための年金相談体制を強化する保護率（人口千人当たり） （‰） 1.7 1.7

良好な生活環境の保全
市街化区域内未利用地の雑草除去率（％） 92 92.5

■ ■ ・市民・事業者との協働による環境美化活動を推進する
公害苦情件数（公害７項目） （件） 4 10

みんなで進める廃棄物の抑制
と適切な処理

１人１日当たりのごみ排出量 （ｇ） 848 856
▲ ▲

・ごみの減量化を推進する
・ごみ処理の有料化を検討する
・常総環境センター更新事業を促進する
・生ゴミ堆肥化モデル事業を推進する資源化（リサイクル）率 （％） 24.5 20.9

やすらぎとうるおいを感じる
水と緑の保全

１人当たりの公園面積 （㎡） 14.48 14
▲ ▲

・ 市民・事業者の理解と協力により緑化基金の財源を拡充する
・市民との協働による公園緑地の維持管理を拡大する
・公園施設の安全性を確保する
・稲戸井調節池の有効活用を検討する

河川水質調査の環境基準適合箇所数
 （箇所） 16/18 16/18

環境に配慮したライフスタイ
ルの実践

省エネなど環境負担低減への取組
みを実践している市民の割合 （％） 69.7 72.6 ▲ ▼ ・ 事業所や家庭での省エネルギー意識を高め、エコ活動を

実践し地球温暖化を防止する

みんなで取り組む防災対策の
推進 防災訓練参加率 （％） 1.68 2.73 ▲ ■ ・市民の防災意識を高める

・自主防災組織育成の充実と組織率の向上を図る

頼れる消防・救急の充実
火災発生件数 （件） 26 16

■ ■ ・市民の防火意識を高める
・消防団員を確保する救急搬送人員数 （人） 1,469 1,579

●施策評価（成果の実績値と平成20年度の取組方針）

次ページへ続く

※成果指標及び取組方針が複数ある施策は、抜粋して掲載しています
※色文字の施策は、全庁重点課題に直結する重点施策です
　成果の方向性：　　　　　　コストの方向性：
　　▲（成果向上を目指す）　　　▲（増加）　■（維持）　▼（削減）
　　■（成果維持を目指す）　
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現状維持
56.5％

（398事業）

改革・改善
38.1％

（268事業）

現状維持
56.5％

（398事業）

改革・改善
38.1％

（268事業）

現状維持
58.7％

（421事業）

改革・改善
33.9％

（243事業）

現状維持
58.7％

（421事業）

改革・改善
33.9％

（243事業）

終了
3.0％

（21事業）

廃止・休止
2.3％

（16事業）

終了
2.5％

（18事業）

廃止・休止
4.9％

（35事業）

平成19年度
（703事業）

平成18年度
（717事業）

●平成19年度行政評価結果のお知らせ

　

守
谷
市
の
行
政
評
価
で
は
、

「
施
策
」
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
、
つ
ま
り
市
職
員
が
日
々

行
っ
て
い
る
「
仕
事
」
を
「
事

務
事
業
」
と
呼
ん
で
お
り
、
前

年
度
に
実
施
し
た
す
べ
て
の
事

務
事
業
を
、
行
政
評
価
の
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
評
価
対
象
事
業
数

は
７
０
３
事
業
で
す
。
昨
年
度

の
７
１
７
事
業
に
比
べ
て
14
事

業
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
下

グ
ラ
フ
参
照
）。
市
で
は
、
事

務
事
業
ご
と
に
「
事
務
事
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
に
は
、

事
業
目
的
や
成
果
の
現
状
を
明

記
し
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

実
績
評
価
と
次
年
度
の
方
向
性

を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
の

評
価
は
、
担
当
係
長
及
び
課

長
に
よ
る
１
次
評
価
、
担
当
部

長
に
よ
る
２
次
評
価
と
２
段
階

に
分
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、

目
的
の
妥
当
性
（
事
業
の
目
的

設
定
は
適
切
か
？
）、
成
果
の

有
効
性
（
成
果
を
伸
ば
す
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
）、
効

事

務

事

業

評

価

●事務事業評価の結果（２次評価の集計結果） 率
性
（
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト

は
適
切
か
？
）、
公
平
性
（
受

益
者
負
担
・
機
会
は
公
平
か
？
）

の
視
点
に
立
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

　

評
価
結
果
は
、
次
年
度
以
降

の
事
務
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
際
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。



施　策　名 成 果 指 標
成果の実績値 成果の

方向性
次年度コス
トの方向性 平成 20年度の取組方針

１7年度 １8年度

ゆずりあう交通安全の推進
交通事故件数 （人） 370 351

■ ■ ・市民の交通安全意識を高める
・駅周辺の放置自転車対策を強化する死亡者数 （人） 4 2

市民生活を守る身近な安全対
策の充実 犯罪認知件数 （件） 1,279 974 ▲ ■

・市民の防犯意識を高める
・ 市民・事業者との協働によるパトロールなど防犯活動を強化する
・賢い消費者になるための啓発を行う

個性と創造性を育む子どもた
ちの育成

学校の授業が楽しく、勉強がわかる
と感じている小中学生の割合 （％） 80 66.9 ▲ ▲

・小中学生の知・徳・体を向上させる
・小中学生の英会話能力を高める
・社会の一員として責任をもって行動できる子どもを育てる
・教育環境の整備を進める

いきがいと喜びがある生涯学
習の推進 生涯学習サークル数 （団体） 481 487 ■ ■

・ 市民（特に団塊の世代）が生涯学習に参画する機会を増やす
・「国民文化祭」に参加する
・市民が行う生涯学習活動を支援する
・ 公民館・図書館などに指定管理者制度を導入するための
準備を行う

・１人１スポーツ運動を促進する

視野を広げる国際交流の推進 外国人と違和感なく付き合える小中学生の割合 （％） 52.8 54.6 ■ ▼ ・市民主導の国際交流を促進する
・青少年海外派遣事業を継続して実施する

互いに認め合う人権の尊重

日常生活において人権侵害などで
不愉快な思いをしたことのある市
民の割合（％）

11 11

▲ ■
・基本的人権尊重の啓発事業を実施する
・男女共同参画社会の実現に向けて推進条例を制定する男性・女性という性別を理由に役

割を固定的に分けるという考え方
に同感しない人の割合 （％）

71.6 73.8

有効な土地利用の推進 市街化調整区域の宅地利用率 （％） 10.4 10.7 ▲ ▲
・ 松並地区の大規模な未利用地について適正な土地利用を
誘導する

・都市マスタープランの見直しを行う

秩序ある市街地の形成
自分の住む地区は緑と調和したゆ
とりある住宅地があるまちだと感
じる市民の割合 （％）

79.4 77 ■ ▼
・守谷駅周辺一体型土地区画整理事業の収束を図る
・守谷駅周辺地区の街並み形成を図る
・東口駅前広場に面した市有地に複合施設を建設する

美しい都市景観の形成 市内に美しい街並み景観があると
感じる市民の割合 （％） 51 50.3 ▲ ■ ・ 景観条例や景観計画に基づき景観形成重点地区の街並み

を形成する

安全で快適な道路網・交通体
系の整備

1級市道の補修必要箇所対応率  
 （％） 3.9 11.7

▲ ▲
・都市計画道路坂町清水線及び郷州沼崎線の整備を進める
・主要市道路線の維持補修を進める
・つくばエクスプレスの東京駅延伸を促進する
・県道供平・板戸井線の板戸井地区の整備を促進する

バスは便利に利用できると感じる
市民の割合 （％） 27.9 28.5

効率的な上下水道の経営
断水件数（上水道） （件） 55 6

■ ■

・上下水道事業の安定した経営に努める
・十分な給水量及び汚水処理能力を確保する
・上下水道の一体的な「包括的民間委託」を実施する
・老朽管や老朽施設の更新工事を推進する汚水管閉塞件数（下水道） （件） 8 2

魅力ある農業の支援と農地の
有効活用 認定農業者数 （人） 33 36 ■ ■ ・（仮称）高野瓜代地区市民農園を開園する

活力ある商工業の支援 製造品出荷額 （億円）2,221.23 2,221 ▲ ■
・ 東口駅前広場に面した市有地に商業を中心とした複合施
設を建設し活性化を図る

・中小企業の経営安定化のための支援を行う

特色ある集客資源の発信 イベントの来場者数 （人）52,589 36,775 ▲ ■
・ より多くの人を守谷市内に呼び込むための取組みを行う
（ハーフマラソン、きらめき守谷夢彩都フェスタ、あやめ
祭りなどのイベントや、収客情報の収集・発信）

協働によるまちづくりの推進
まちづくり活動に参加した市民の割合 （％） 72.7 73.4

▲ ■ ・市民協働によるまちづくりの意識を高める
・市民活動支援センターを充実・強化する市民と協働で実施できた事業数（事業） 33 30

地域で支えあうコミュニティ
の充実 自治会加入率 （％） 76.5 75.8 ▲ ■

・自治会・町内会など多様なコミュニティの活動を支援する
・自治会・町内会の加入率向上を促進する
・マンションや開発区域での自治会組織化を促進する

親切で便利な窓口サービスの
充実

市の窓口サービスが利用しやすい
と感じる市民の割合 （％） 57.7 69.2 ▲ ■ ・市民に対して、親切・丁寧・迅速・適切に応対する

計画的かつ効率的な行政運営
の推進

全事業に占める改革改善できた事
務事業の割合 （％） 32.5 55.6 ▲ ■ ・ 行政評価制度を活用して行政改革を推進し、より一層効

率的な行政運営を行う

健全な財政運営の推進
経常収支比率 （％） 92.3 88.5

▲ ▼ ・財政健全化計画に基づき、安定した財政運営を行う
・税や使用料の収納率向上を図る経常的自主財源額 （億円） 90.98 97.4

柔軟な組織運営と人材育成の
推進

能力・業績が適正に評価されてい
ると思う職員の割合 （％） 60 60.9

▲ ■
・ 指定管理者制度をはじめとする民間委託を進め、組織の
スリム化を図る

・職員に対する研修等を推進し、能力の向上を目指す職員１人当たりの人口 （人） 142 146.87

平成 20 年度の施策の方向性と取組方針（続き）

評価結果の公開
　事務事業ごとのマネジメントシートや施策評価シートの詳しい内容は市ホームページのほか、
下記の窓口で閲覧できます。どうぞご利用ください。
▶市ホームページ　http://www.city.moriya.ibarkai.jp/
▶閲覧場所　　　市役所（１Ｆ総合窓口課、３Ｆ企画課）、中央図書館
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●平成19年度行政評価結果のお知らせ

今回は、禁止行為等とその他条例で定められているものについてお知らせします。
守谷市ポイ捨て等防止に関する条例は５月30日（ごみゼロの日）に施行されます。

１．禁止行為等について

２．その他条例で定められるもの

※責務に違反した場合には、勧告・氏名公表の対象となる場合があります
●守谷市ポイ捨て等防止指導員を募集します●
　勤務内容の詳細については、生活環境課（内線 141）までお問い合わせください。

対　象　者 責　　務

市民又は市内を通過する人
自宅周辺をきれいに保ち、外出時に出たゴミは持ち帰るか、ゴミ箱に捨て
ること。きれいなまちを作るため、地域の連帯を高め協力すること。

市内で事業を行っている人
事業所の周辺をいつもきれいにすること。食べ物や飲み物を販売している
事業者は、消費者にポイ捨て防止のための啓発を行うと同時にゴミ箱や回
収箱を設け、周辺をきれいに保つこと。

市内の土地・建物の所有者や
管理者

自分の土地や建物にポイ捨てが行われた場合には適正に処理をし、ポイ捨
てが行われないよう予防策を講じること。

市内で印刷物などを配布した
人・配布させた人

配布を行った場所に配布物が散乱した場合、回収すること。

市内で催しを行った人 催しを行った場所に散乱しているゴミを回収すること。

ペットを飼っている人
ふんなどで他人の土地や建物を汚したときには、汚れを取り除き、元の状
態に戻すこと。また、犬を散歩させるときは、必ず綱や鎖でつなぐこと。

守谷市ポイ捨て等防止に関する条例②守谷市ポイ捨て等防止に関する条例②守谷市ポイ捨て等防止に関する条例②
～きれいなまちを作りましょう～～きれいなまちを作りましょう～～きれいなまちを作りましょう～

●問合先　市役所生活環境課　内線141

区　　域 禁　止　行　為 禁止行為に
対する罰則

ポイ捨て等禁止強化区域
条例施行に伴い、守谷駅
周辺が「ポイ捨て等禁止
強化区域」として指定さ
れます。これは、特に良
好な環境の維持・歩行者
の安全確保が必要である
区域として、市長が指定
するものです（右図参照）。

①ポイ捨て
②路上等喫煙
③飼い犬等のふんの放置
※強化区域内には、指定
喫煙所を設置する予定で
す（指定喫煙所以外は禁
煙になります）

過料の徴収
２万円以下。
当面は２千
円

その他の区域
「ポイ捨て等禁止強化区
域」を除く、市内全域の
公共の場所（公園や道路
など）

①ポイ捨て
②路上等喫煙※
③飼い犬等のふんの放置
※立ち止まり、携帯用灰
皿を使用しての喫煙は禁
止行為の対象にはなりま
せん

勧告
勧告に従わ
ない場合は、
氏名・住所・
勧告の内容
の公表（告
示）
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交番

つくばエク
スプレス

み
ず
き
野
・
大
日
線

守谷駅

西口駅前広場
東口駅前広場

国
道
2
9
4
号

関
東
鉄
道  

常
総
線

至
つ
く
ば

至
秋
葉
原

ポイ捨て等禁止強化区域

　ポイ捨て等禁止強化区域では、ゴミ
等のポイ捨て、路上での禁煙、飼い犬
等のふんの放置が禁止されます。上記
区域内でこの行為を行うと、過料の徴
収の対象となります。
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情　報
ひろば
情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント
情報・参加・交流

仕　事

お
知
ら
せ

お知らせ

　

市
で
は
、
や
ま
ゆ
り
号
の
運

賃
改
定
を
行
う
方
向
で
市
民
説

明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
高

齢
者
の
足
の
確
保
を
」、「
バ
ス

に
は
限
界
が
あ
り
、
必
要
な
交

通
手
段
は
何
か
を
考
え
て
」、

「
運
賃
は
据
え
置
き
で
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

議
会
か
ら
は
、
デ
マ
ン
ド
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
と
、
や

ま
ゆ
り
号
運
賃
据
え
置
き
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

Ｔ
Ｘ
開
業
に
伴
い
、
路
線
バ
ス

が
整
備
さ
れ
、「
や
ま
ゆ
り
号

は
客
が
乗
っ
て
い
な
い
」
な
ど

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
や
ま
ゆ
り
号
の
運

賃
を
据
え
置
く
と
と
も
に
、
平

成
20
年
度
に
守
谷
市
地
域
公
共

交
通
会
議
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

や
ま
ゆ
り
号
の
在
り
方
や
高
齢

者
・
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め

の
移
動
手
段
確
保
に
つ
い
て
検

討
し
、
市
の
考
え
方
を
決
定
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
企
画
課　

内
線
３
３
２

　

市
で
は
、
借
家
住
ま
い
の
母

子
父
子
家
庭
で
児
童
扶
養
手
当

所
得
制
限
内
の
方
に
対
し
、「
母

子
・
父
子
福
祉
住
宅
手
当
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
20

年
度
か
ら
支
給
要
件
が
次
の
と

お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

〒302-0108  守谷市松並2000-40
守谷

☎������������
AM10:00～PM8:00　年中無休

詳しくはWEBからアクセス！

携帯電話からもお問い合せ頂けます→

検索auショップ守谷
新機種
続々登場！！
＼（・∀・）／

や
ま
ゆ
り
号
の
運
賃
改
定
は

行
い
ま
せ
ん

母
子
・
父
子
福
祉
住
宅
手
当

支
給
要
件
の
変
更

●
現
在

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

② 

児
童
扶
養
手
当
の
当
該
年
度

に
お
け
る
所
得
制
限
の
範
囲

内
に
あ
る
方

③ 
自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
借

家
住
ま
い
の
方

●
変
更
後
（
平
成
20
年
度
〜
）

①
〜
③
に
加
え
…

④ 

①
〜
③
に
該
当
す
る
方
の
う

ち
、
公
営
住
宅
入
居
者
は
除
く

※
現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
す

る
受
給
者
の
方
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
該
当
し
な
く
な
り
ま
す

▼
問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉

課　

内
線
１
５
５

　

職
場
で
の
妊
娠
に
よ
る
解
雇
・

不
利
益
、
性
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ

等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
１

人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

• 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
基

づ
く
紛
争
解
決
援
助
制
度
が

利
用
可

• 

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
毎
週
火
・
木

曜
日
に
専
門
相
談
員
が
対
応

▼
相
談
先　

茨
城
労
働
局
雇
用

均
等
室　

☎
０
２
９
|
２
２
４

|
６
２
８
８

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

ご
相
談
く
だ
さ
い

　近年、市街化調整区域での小規模な宅地開発が
増加しています。そこで市では、周辺との調和
のとれた居住環境の形成を図ることを目的とし、
「守谷市都市計画法第 33条第４項の規定による最
低敷地面積に関する条例」を制定しました。

▼対象区域　市街化調整区域（道路位置指定区域
及び農用地区域を除く） ▼対象行為　一戸建て住
宅（併用住宅も含む）の建築を目的とする開発行
為 ▼規制内容　最低敷地面積を 300 ㎡とする【適
用除外】条例施行前から 300 ㎡に満たない土地／
公共移転事業、世帯分離、その他特別な事情があ
ると認められる場合
※詳細は下記ホームページでご覧ください
　 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/
　0410/saiteishikichi/

▼問合先　市役所都市計画課　内線 243・245

最低敷地面積に関する条例最低敷地面積に関する条例４月１日
施行
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お知らせ・開催

車の鈑金 塗装

ソメヤバンキンソメヤバンキンソメヤバンキン
㈲染谷鈑金工業所
守谷市本町 716
TEL:48-0274  FAX:48-0825

職人の技術で

安く 早く きれいに
お気軽にご相談下さい

　

工
事
期
間
中
は
交
通
規
制
な

ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間　

２
月
12
日（
火
）

〜
３
月
末
日
▼
工
事
箇
所　

松

並
地
内
（
左
図
参
照
）

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課
道

路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
４

①
コ
ン
サ
ー
ト
「
草
原
の
チ
ェ
ロ
」

　

モ
ン
ゴ
ル
で
初
め
て
文
化
芸

術
勲
章
を
受
賞
し
、
中
国
国
家

一
級
演
奏
家
の
称
号
を
得
た
、

馬
頭
琴
演
奏
家
ラ
イ
・
ハ
ス
ロ
ー

氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時　

２
月
24
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
※
受
付
は
午
後

１
時
〜
。
演
奏
終
了
後
交
流
会

▼
定
員　

１
０
０
名
▼
参
加
費

１
０
０
０
円

②
グ
リ
ー
リ
ー
を
知
ろ
う
！

　

姉
妹
都
市
グ
リ
ー
リ
ー
市

（
ア
メ
リ
カ
）
を
訪
問
し
た
青

少
年
海
外
派
遣
団
長
・
団
員
の

方
を
迎
え
、
映
像
を
交
え
て
話

を
聞
く
会
を
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
９
日（
日
）午
後

２
時
〜
４
時
▼
会
費　

２
０
０
円

▼
会
場　

①
②
国
際
交
流
研
修

セ
ン
タ
ー
▼
申
込
期
限　

①
２

月
22
日
（
金
）、
②
２
月
29
日

（
金
）
▼
申
込
方
法　

電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
又
は
窓
口
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ

内
線
１
３
２  

45
|
６
５
２
６

kurashi@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

▼
会
議
名　

①
環
境
審
議
会
、

②
保
健
福
祉
審
議
会
▼
日
時　

①
２
月
26
日
（
火
）、
②
２
月

28
日
（
木
）、
①
②
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場　

市

役
所
議
会
棟
２
階
全
員
協
議
会

室
▼
傍
聴
定
員　

各
10
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
主
な
内
容　

①
守
谷
市
ご
み
管
理
基
本
計
画

道
路
改
良
工
事

（
第
３
期
）
及
び
守
谷
市
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画
（
第
２

次
計
画
）
に
つ
い
て
、
②
守
谷

市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

書
の
概
要
に
つ
い
て
▼
注
意
事

項　

会
議
は
原
則
公
開
。
た
だ

し
、
個
人
・
法
人
及
び
個
人
の

生
命
な
ど
の
保
護
に
関
す
る
情

報
は
非
公
開
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
▼
傍
聴
受
付　

当
日
会

場
前
で
、
午
後
１
時
〜
１
時
20

分
に
受
付

▼
問
合
先　

①
市
役
所
生
活
環

境
課
生
活
環
境
Ｇ　

内
線
１
４

３　

②
市
役
所
社
会
福
祉
課
社

会
福
祉
Ｇ　

内
線
１
６
２

開
　
　
催

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
各
種
イ
ベ
ン
ト

各
種
審
議
会
公
開

守谷郵便局〒

バッティング
センター

シダックス

セブンイレブン

西友楽市

● ●

●

●

●

　地方自治法改正に基づく指定管理者制度導入に
より、地方公共団体が設置する公の施設の管理・
運営を民間事業者等が行えるようになりました。
 指定管理者制度とは？ 
　指定管理者制度は、公の施設の管理・運営を民
間の経営ノウハウを活用して、より高い市民サー
ビスと経費の削減を目指すものです。
　指定管理者は市と協議の上、施設の設置目的の
範囲で新しい独自の事業を行うことができます。
 ３施設で指定管理者を指定 
　市では、指定管理者を導入する施設を定め、設
置・管理に関する条例の整備、指定管理者公募及び
候補者選定、議会の議決等の手続を進めてきました。

※市民交流プラザは複合施設のため、北守谷児童センター・
市民ギャラリー・市民活動支援センター・ファミリーサポー
トセンター・家庭児童相談室のうち、北守谷児童センター・
市民ギャラリーの運営及び市民交流プラザ全体の施設管理
を指定管理者が行い、それ以外は市が運営します
※新規施設の開館日は、決まり次第お知らせします

施　設　名 指定管理者 指定期間
南守谷児童セン
ター（新規） ㈱こどもの森 H20.4.1 ～

H23.3.31
市民交流プラザ
（新規） アクティオ㈱ H20.4.1 ～

H23.3.31

障害者福祉セン
ターひこうせん

社会福祉法人
日本キングス・
ガーデン

H20.4.1 ～
H25.3.31

４月から市内３施設で
　指定管理者が管理・運営を行います
４月から市内３施設で
　指定管理者が管理・運営を行います

●問合先　市役所総務課　内線 226

郷
州
沼
崎
線

北園保育所

※請負業者
　酒石建設工業（株）

県道野田・牛久線
むらこ志家 ひ

が
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
慶
友

至
つ
く
ば
み
ら
い
市

河合歯科
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開　　催

▼
日
時　

３
月
４
日（
火
）〜
８

日
（
土
）
①
午
前
９
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
４
時
▼
会
場　

も
り
や
学
び
の
里
▼
対
象　

市

内
在
住
の
60
〜
70
歳
の
方
25
名

※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
受
講
料

無
料
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
５

０
０
円
▼
申
込
方
法　

往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
及
び
希
望
時
間

（
①
又
は
②
）
を
記
入
の
上
、
２

月
29
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　
（
社
）
守

谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
３
０
２
|
０
１
０
９　

守
谷

市
本
町
６
２
２
|
２　

☎
48
|

８
５
９
１

　

利
根
川
左
岸
河
川
敷
環
境
保

全
実
行
委
員
会
で
は
、
市
民
・

行
政
・
事
業
所
に
呼
び
か
け
、

利
根
川
左
岸
河
川
敷
一
帯
の
ご

み
を
拾
い
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス

を
一
面
に
咲
か
せ
る
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦（
ご
み
拾
い
）

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午
※
小
雨
決
行（
雨

具
持
参
）。
作
業
が
で
き
る
服
装

▼
後
援　

国
土
交
通
省
、守
谷
市

▼
協
力　

守
谷
市
建
設
業
協
会
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
、
明
治
乳
業

㈱
、
ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
守
谷
▼
参

加
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
活

環
境
課　

内
線
１
４
１
〜
１
４
５

パ
ソ
コ
ン
教
室

利
根
川
左
岸
河
川
敷

ク
リ
ー
ン
作
戦

2009年1月に上場会社の「株券電子化」が予定されています。
タンス株の取扱いは水戸証券までご相談ください。

金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第181号
加入協会／日本証券業協会

守谷支店 （国道294号線沿い守谷駅前交番向い）
　　住所：守谷市守谷甲2545‒100
　　TEL：0120‒310‒118　

　保険料を納め忘れのままにしておくと、老
齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金が
受給できなくなる恐れがあります（一定要件
が必要）。保険料免除制度、若年者納付猶予
制度、学生納付特例制度もありますので、お
問い合わせください。

　国民年金保険料を前納（まとめて前払い）
する場合、現金納付より口座振替がお得です。
■平成20年度割引額（１年分を前納する場合）
　口座振替　3,620円　　現金納付　3,070円
　※平成 20 年度の保険料は 1か月 14,410 円
■申込時期は？
　平成 20 年度初めて口座振替での前納を申
し込む場合はお早めに、金融機関又は郵便局
で申し込む場合は２月末日までにお申し込み
ください。既に口座振替で前納している方は
届出不要です。

　通常、当月分が翌月末日に口座振替されま
すが、当月分を当月に口座振替されるように
すると、毎月の保険料が 50 円割引されます。

　ご自身で事前にお申し込みいただくと、継
続的にクレジットカード会社が社会保険庁
に立替納付を行います（クレジットカード
を提示し、直接納付いただく方法ではあり
ません）。詳細は、土浦社会保険事務所（☎
029-824-7121）へ問い合わせください。

守谷SA

守谷SA
常磐自動車道

つくばエクスプレス

至
東
京

利
根
川
堤
防

大
野
川

錬
心
塾

至
水
戸

至市役所

塚原総業

浄化
センター

野木崎新山
生活改善センター

やまゆり号
前坪バス停

至高野
●　集合場所

●集合場所

利根川上流
河川事務所
守谷出張所

大柏

県
道
取
手・豊
岡
線

高野小
やまゆり号
向坪バス停

至けやき台

浅間神社

至美園

石
神
神
社
西
至
国
道
２
９
４
号

根
切
公
民
館

至
大
柏

高野 ふ
れ
あ
い
道
路

午前９時集合

口座振替による前納は「もっとお得」です！

月々の口座振替にお得な早割り制度を

２月からクレジットカードで納付できます

クリーン作戦集合場所

国民年金保険料の
納め忘れはありませんか？
国民年金保険料の

納め忘れはありませんか？
●問合先　市役所国保年金課保険年金Ｇ
　　　　　内線105・106・108
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更
年
期
ご
ろ
の
女
性
は
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
に
よ
り
、

心
身
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
85
年
と
な
っ
た
今
、
こ

の
時
期
に
、
自
分
の
体
を
見
直

す
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

40
〜
50
歳
代
の
女
性

先
着
30
名
▼
申
込
方
法　

２
月

15
日
（
金
）
〜
３
月
６
日
（
木
）

に
、窓
口
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー   

☎
48
|
６
０
０
０

▼
内
容　

電
話
催
告
・
訪
問
に

よ
る
市
税
な
ど
の
徴
収
業
務
▼

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１

年
間
。
月
60
時
間
以
上
※
再
任

制
度
あ
り
▼
募
集
人
員　

①
②

を
満
た
す
方　

若
干
名　

①
市

内
在
住
の
満
20
〜
65
歳
の
心
身

と
も
に
健
全
で
税
金
等
の
滞
納

が
な
い
方
、
②
普
通
自
動
車
免

許
を
有
す
る
方
※
市
内
在
住
者

で
要
件
を
満
た
し
た
身
元
保
証

人
１
人
が
必
要
▼
報
酬　

基
本

給
（
月
額
５
万
円
）
＋
歩
合
給

▼
勤
務
条
件
等　

守
谷
市
税
・

国
民
健
康
保
険
税
徴
収
嘱
託
員

設
置
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に

基
づ
く
▼
選
考
方
法　

面
接
及

び
書
類
審
査
▼
応
募
方
法　

写

真
を
貼ち

ょ
う
ふ付
し
た
履
歴
書
・
健
康

診
断
書
（
未
受
診
者
は
窓
口
に

問
診
票
を
用
意
）
の
写
し
を
持

参
の
上
、３
月
17
日
（
月
）
ま
で

に
本
人
が
窓
口
で
申
し
込
む

▼
応
募
・
問
合
先　

市
役
所
収

納
推
進
室　

内
線
２
３
５
・
２

３
６

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

業
務
（
母
子
保
健
・
成
人
保
健

の
健
診
及
び
相
談
業
務
な
ど
）

が
で
き
、
保
健
師
資
格
を
有
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
※
時
間
は
要
相
談
▼
募

集
人
員　

若
干
名
▼
報
酬　

市

嘱
託
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規

則
に
よ
る
▼
応
募
方
法　

履
歴

書
・
資
格
免
許
証
の
写
し
・
健

康
診
断
書
の
写
し
（
未
受
診
者

は
市
の
問
診
票
）を
持
参
の
上
、

２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
む

▼
応
募
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー　

☎
48
|
６
０
０
０

　

利
根
川
圏
域
の
県
が
管
理
す

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策

（
治
水
）、
農
業
用
水
等
河
川
水

の
利
用
（
利
水
）、
河
川
環
境

開催・募集

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

利
根
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

へ
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

ヘルシー保健師だより　vol.10

こころの相談
●問合先　保健センター　☎48－6000

　こころの相談に来るまでには、３つの問
題が存在します。①わかりにくい（例えば
1 日の何時間かが落ち込んでいる）、②認
められない（病気かもしれないが、偏見も
あり ｢病気 ｣ とは言われたくない）、③存
在しない（病気ではない）。
　こころの場合は、だれが見てもすぐ分か
るものは少ないです。自分の知識以外のこ
とが起こった場合は不安になる、知ってい
る知識にしがみつくなど、一生懸命になれ
ばなるほど自己満足になってしまうことが
多いのです。そのため、相談に来るには時
間と勇気が必要だと感じています。
■相談とは…
　来所者は、「こころの病」と聞いただけで、
焦りや絶望を感じることが多いです。まず
は、来所者が何をできたのか確認すること
から始まります。「こころの病」と言う単
語ではなく、感情に焦点を当て一緒に考え
るのは、専門職員でなければできないもの
と考えています。
■相談の最終的な目的
　こころの相談は、病が治ったから終わり
ではなく、当事者や家族が地域で自信を
持って良い生活をすることも含まれます。
これには、地域の皆さんからの温かい眼差
しも含みます。つまり、当事者に限らず「皆
が幸せに生活する」ためだと考えています。
良い生活には、経済的・居場所などの問題
もあり、専門職員だけでは限界があります。
こころの相談を特別なものにせず、本人や
家族、一般の方に参加してもらうことが必
要です。そのためには、だれにでもできる
部分を伝えることであると考えています。

募
　
　
集

市
税
等
の
徴
収
嘱
託
員

の
保
全
（
環
境
）
な
ど
に
つ
い

て
、
河
川
整
備
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

計
画
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
原

案
を
ご
覧
の
上
、
ぜ
ひ
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

２
月
29
日（
金
）

〜
３
月
14
日
（
金
）
※
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
▼
縦
覧

場
所　

市
役
所
建
設
課
、
竜
ヶ

崎
土
木
事
務
所
、
県
河
川
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

pref.ibaraki.jp/bukyoku/
doboku/01class/class06/

）

▼
問
合
先　

竜
ヶ
崎
土
木
事
務

所
河
川
整
備
課　

☎
０
２
９
７

|
65
|
３
４
１
１

女性のための健康講座日程表
期日 内　　　容
3/7
（金）

更年期女性の心とからだの変化
（講師：女性専門外来医師）

3/14
（金）

自分の生活習慣を振返りましょ
う尿失禁体操（講師：市保健師）

3/18
（火）

骨粗しょう症のメカニズムから
治療法まで（講師：整形外科医師）

※時間はいずれも 10:00 ～ 11:30
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募　　集

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

前
に
、
取
手
警
察
署
「
一
日
警

察
署
長
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

守
谷
市
・
取
手
市
・
利
根
町

の
各
市
町
か
ら
選
ば
れ
た
男
女

８
名
の
新
小
学
１
年
生
が
、
警

察
署
長
を
委
嘱
さ
れ
、
警
察
官

に
訓
辞
を
行
い
、
市
長
・
町
長

を
訪
問
し
て
、
交
通
事
故
防
止

な
ど
を
訴
え
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
４
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
正
午
予
定
▼
対
象　

４
月
に
市
立
小
学
校
入
学
予
定

の
児
童　

男
女
各
１
名
▼
内
容

委
嘱
状
交
付
式
、
署
員
に
対
す

る
訓
示
、
市
長
訪
問
な
ど
▼
公

開
抽
選　

３
月
21
日
（
金
）
午

後
３
時
〜
取
手
警
察
署
１
階

ロ
ビ
ー
※
当
選
者
に
の
み
、
抽

選
翌
日
ま
で
に
電
話
又
は
文
書

で
連
絡
▼
応
募
方
法　

官
製
は

が
き
に
住
所
･
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
･
生
年
月
日
･
性
別
･
入

学
予
定
小
学
校
名
、
保
護
者
の

住
所
･
氏
名
･
年
齢
･
職
業
･

電
話
番
号
を
明
記
し
、
３
月
１

日
（
土
）
〜
15
日
（
土
）
に
郵

送
※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
･
問
合
先　

取
手
警
察

署
交
通
課
「
一
日
警
察
署
長
」
係

〒
３
０
２
|
０
０
１
７　

取
手

市
桑
原
９
５
５
|
１　

☎
０
２

９
７
|
77
|
０
１
１
０

●
県
政
モ
ニ
タ
ー

▼
内
容　

県
政
に
つ
い
て
自
由

な
意
見
・
提
案
を
通
信
用
紙
又

は
メ
ー
ル
で
提
出
／
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
協
力
／
会
議
出
席
（
年

２
回
）／
施
設
見
学
会
参
加（
年

１
回
）
▼
任
期　

委
嘱
日
〜
平

成
22
年
３
月
の
２
年
間
▼
募
集

人
員　

50
名
▼
応
募
資
格　

県

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
／
公

務
員
・
議
会
議
員
で
な
い
方
／

国
・
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と

兼
務
に
な
ら
な
い
方
／
過
去
５

年
間
当
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て

い
な
い
方
▼
応
募
方
法　

応
募

用
紙（
市
役
所
秘
書
課
・
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、２
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
応
募

す
る
※
当
日
消
印
・
送
信
有
効

●
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

▼
内
容　

県
の
事
業
・
施
設
等

を
取
材
し
広
報
紙
で
発
表
／
会

議
等
に
出
席
▼
任
期　

４
月
〜

平
成
21
年
３
月
▼
募
集
人
員　

４
名
▼
応
募
資
格　

県
内
在
住

の
満
20
歳
以
上
（
４
月
１
日
現

在
）
の
女
性
／
公
務
員
や
議
会

議
員
で
な
い
方
／
取
材
先
の
要

望
す
る
日
時
に
応
じ
て
取
材
で

き
る
方
／
自
分
で
取
材
先
（
県

内
全
域
）
に
移
動
で
き
る
方
▼

謝
礼
等　

年
間
12
万
円
▼
応
募

方
法　

応
募
用
紙
（
市
役
所
秘

書
課
・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
応
募
理
由
」
と
「
地
域
の
話

題
」
を
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
た
も
の
を
添
付
し

て
、
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
応
募
す
る

※
当
日
消
印
・
送
信
有
効

▼
応
募
・
問
合
先　

県
広
報
広

聴
課　

〒
３
１
０
|
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
|
６

☎
０
２
９
|
３
０
１
|
２
１
２
８

０
２
９
|
３
０
１
|
２
１
６
８

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

▼
対
象　

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
、運

転
免
許
を
持
つ
60
歳
以
上
の
方

▼
勤
務
日
時　

週
４
日　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
※
休
憩

１
時
間
。
土
・
日
曜
日
及
び
祝

日
・
年
末
年
始
は
休
み
▼
契
約

期
間　

12
か
月
※
更
新
可
。
４

月
１
日
か
ら
勤
務
予
定
▼
そ
の

他　

面
接
に
つ
い
て
は
直
接
通

知
▼
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
10
日

（
月
）
ま
で
に
応
募
す
る　

▼
応
募
・
問
合
先　
（
社
）
守

谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
48
|
８
５
９
１

一
日
警
察
署
長

県
の
モ
ニ
タ
ー
等

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員

　保健センターにおいて、本町・ひがし野・
百合ケ丘の一部・松並・同地地区の赤ちゃ
ん（平成19年４～８月生まれ）を対象に、
お母さん同士が知り合うきっかけ作りとし
て、「親と子のふれあいの集い」を母子保
健推進員が企画・実施しました。
　参加者からは、「近くに同じ年齢の子ども
がいると知って、知り合う機会ができて良
かった」、「地区ごとにグループで話せて良
かった」、「近所にも同級生がいることが分
かって心強かった」という声がありました。

集いに参加しようと思った理由は？

～参加者アンケート結果～　（回答数36）

身近な地域での
友達づくり
　　72%

近所にどのくらいいるのか知りたい
19%

無回答　3%
その他
6%

知り合うきっかけに
なった
97%

知り合うきっかけにならなかった
3%

参加して今まで知らなかった人と
知り合うきっかけになりましたか？

知り合うきっかけにな～れ！知り合うきっかけにな～れ！

●問合先　保健センター　☎48-6000●問合先　保健センター　☎48-6000
「親と子のふれあいの集い」開催しました「親と子のふれあいの集い」開催しました「親と子のふれあいの集い」開催しました
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平
成
20
年
守
谷
市
消
防
出
初
式
表
彰
者
紹
介

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI

（10:00～18:00）（10:00～18:00）

2月のアーカス、2つのイベント

　2月のアーカスには、大きな 2つのイベントが
あります。皆さん、もりや学びの里にある「アー
カス・スタジオ」まで足をお運びください。

　　　　展覧会「パラレル・スクール」

　東京や広島などで、展覧会やアート・プロジェ
クトを開催してきた 3 人組のアーティスト・ユ
ニット「ナデガタ・インスタント・パーティー」
による展覧会です。
　彼らは展覧会に先駆けて、アーカス・スタジオで
さまざまなワークショップを実施し、その模様を
収めたドキュメンタリー映像を作成してきました。
1階の教室部分では、その作品を期間中毎日上映。
2階の教室部分では、ワークショップを再現する
インスタレーション作品やメイキングビデオなど
が展示されます。「学校」をテーマに、躍動する現
代美術のさまざまな表現をぜひお楽しみください。
●日時　2月 16 日（土）～
　3月 2日（日）
　午前 11 時～午後 6時
　※月曜定休　費用無料
　※ 2月 16 日午後 6時～
　舞台挨

あいさつ
拶とオープニング

　パーティーがあります
　※公開撮影：2月7日（木）～11日（月）

　NIPAF は、近年世界各地で活発になっている
現代パフォーマンス・アートの紹介を目的として、
1993 年から毎年日本で開催し、国際的に評価の
高いフェスティバルです。これまでに 45 か国
300 名以上の海外アーティストを招

しょうへい
聘し、東京や

長野などを中心に公演を行ってきました。今回は、
なんと守谷アーカス・スタジオにイタリア、ポー
ランド、ドイツ、ギリシャ、ミャンマー、フィリ
ピン、中国、インドネシア、北アイルランド、キュー
バ、カナダ、コロンビアなどから総勢 15 名以上
のアーティストが集結し、3日限りのパフォーマ
ンス・アートの祭典を開催します。演劇でもダン
スでも大道芸でもない、奥深い「アート・パフォー
マンス」独自の身体表現をご覧になる貴重な機会
です。皆さんお誘い合わせの上、ご来場ください。
●日時　2月 29 日（金）～ 3月 2日（日）
　金曜日：午後７時～
　土・日曜日：午後５時～
●費用　一　般 2,800 円
　　　　学　生 2,500 円
　　　　高校生 1,500 円
※前売りは各 300 円引（高校生料金を除く）
※３日間通し券は一般 7,000 円／学生 6,000 円
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日本国際パフォーマンス・アート・フェスティバル（NIPAF）
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子育て

支援情報

私の子育て
シリーズ8

　子育て中のお母さんたちが悩むこと、思うこ
と…。このコーナーでは、各広場に参加するお
母さんたちの声をご紹介します！
　ぜひ、参考にしてみてください。

野 菜 を 好 き に す る 方 法

● 親がおいしそうに食べたり、友達と一緒に食べ
て刺激し合って食べたり、家族にほめてもらう。

● 味噌汁やスープにたくさん入れて食べる。味
を染み込ませる。

● 子どもの好きな食べ物に、細かく刻んで入れ
て食べさせる（グラタン、ピザ、ハンバーグ、
スープ、ホットケーキ、卵焼きなど）。

●調理方法をあの手この手と工夫する。
●盛り付けの工夫で彩りを考慮する（赤・黄・緑）。
●畑から野菜を自分で採らせて調理してあげる。

　平成 18 年６月から、予防接種法施行令等の改
正に伴い、過去に麻しん予防接種・風しん予防
接種をした方も、就学前に麻しん風しんの２回
目の予防接種が必要となりました。　　
　平成 19 年度の対象は、平成１３年４月２日～
平成１４年４月１日生まれの方です。対象とな
る方で、まだ接種していない方は、保健センター
予定表に掲載されている協力医療機関へ事前に
予約し、母子健康手帳・予診票・保険証を持参
の上、接種してください。
　なお、接種期間は、平成２０年３月３１日（月）
までです。期間を過ぎると、定期予防接種とし
て無料での接種はできなくなりますので、早め
の接種をお勧めします。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
●問合先　　保健センター　☎48-6000

　節分が終わり暦の上ではもう春ですね。春といえば3月3日のひな祭り。
元来桃の節句といって、女の子の成長を願ってのお祭りですが、男の子
も女の子も健やかに元気に育つよう、みんなでお祝いしましょう。
　今回は、ひな祭り寿司の作り方をご紹介します。ぜひお子さんと一緒に、
楽しみながら作ってみてください。

作って祝おう　　ひな祭り寿司

①　ご飯とわかめご飯の素としらすを混ぜ、三角おにぎりを作る
②　油をフライパンで熱し、うす焼き卵を作る
③　ウインナーは下写真のように切り、ゆでる
④　うずらの卵（顔）に、ゆでたウインナー（冠）をようじで刺す
⑤　①のおにぎりに、ようじで刺した④の顔を刺す
⑥　⑤のおにぎりの部分に焼いた卵を包み、着物のように着せる。
　　顔に目をごま、口をケチャップなどで描いてもOK。
　　帯にゆで三つ葉、にんじんの扇等で工夫してみるのもGood ！

子どもの健やかな成長を願って

ひ な 祭 り

麻しん風しん混合 （ＭＲ） 予防接種

第２期の接種はお済みですか？

【材料：子ども 1人分】

ご飯  　子ども茶碗１杯
わかめご飯の素 　３g
しらす  　１g　　
卵  　約 1/2 個（20g）
油  　少々
ウインナー 　約 1/2 本（10g）
ゆでたうずらの卵 　1個
つまようじ 　1本

ワンポイントアドバイス
卵焼きは、出し汁と砂糖と塩少々
を混ぜて焼くと、しっとりとし
て包みやすくなるよ！

③

３月 の 正午～　に　ほ　み　中　幼
４火 楽 ２歳～　の　み　ま　保 ポリオ

５水 ま ０～１歳６か月　の　ほ　お　幼
健 ３～４か月

６木 ね ねっこタウン（松ヶ丘公園）ア２歳～
楽１歳　リ　お　健 ３歳５か月

７金 ほ ０～１歳６か月　の　ま　北　幼
健 １歳６か月

８土 サ ２歳～
10月 の 正午～　に　ほ　み　高　幼　保 ポリオ
11火 の 正午～　ね １歳　楽 ２歳～　み　ま
12 水 ま ０～１歳６か月　の　ほ　お　幼

13 木 ア 誕生会（１～３月生）楽 １歳　お　ま
健 ３歳５か月

14金 ほ ０～１歳６か月　の　ま　幼　健 １歳６か月
15土 幼
17 月 の 正午～　ポ　ほ　み　幼　保 離乳食教室（後期）
18火 ね ０歳　の　ま　み　幼　保 離乳食教室（初期）
19水 の 　ほ　お　幼　健 ３～４か月
21金 ほ ０～１歳６か月　の　ま　久
24 月 の 正午～　に　ほ　み　北
25 火 み
26 水 お　保 BCG
27 木 お 正午まで
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地域子育て支援センター・夢っ子 (☎ 45-2462）
 の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30～15:30
ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会所）10:00～ 15:00
み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00～ 15:00
お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00～15:00
ま　夢っ子ひろばまなびの里（もりや学びの里）10:00～ 15:00
中　出前広場中央（中央公民館）10:00 ～ 14:00
高　出前広場高野（高野公民館）10:00 ～ 14:00
久　出前広場久保ケ丘（文化会館）10:00 ～ 12:00
北　出前広場北守谷（北守谷公民館）10:00～12:00（金）・14:00（月）
リ　リトミック　10:00～ /11:00～　★要予約
ポ　ぽかぽか子育て教室　10:00～ 12:00　★事前に問合せ

ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）
ね　ねっこ（親子活動）　9:30～　★要予約

アビエス（わかばのもり保育園　☎48-1735）
ア　アビエス（親子活動）　10:30～　★要予約

児童館（☎ 45-2278） 
楽　親子で楽しもう　11:00～ 11:40
サ　サタデーパパ　11:00～
幼　幼児フリータイム　９:00～ 12:00

保健センター（☎ 48-6000） 
保　保健センター事業
健　健康診査

 ※予定が変更になる場合があります。各事業所でご確認ください

家庭児童相談室
（市役所内） 月～金　8:30 ～ 17:00　☎ 45-2314

保健センター 月～金　随時　☎ 48-6000

夢っ子ひろば

月～金　10:00 ～ 16:00　
各ひろばにて随時
メール相談随時 
kosodate@city.moriya.ibaraki.jp

ねっこ
まつやま保育園

月～金　10:00 ～ 16:00　☎ 45-8828
メール相談随時
nekko-matsuyama@yamayurikai.or.jp

アビエス
わかばのもり保育園

月～金　10:00 ～ 16:00　☎ 48-1735
メール相談随時
http://www.citydo.com/sp/0297-48-1735

北園保育所 ☎48-4897　☎ 45-1160

土塔中央保育所 ☎48-1876

■虐待相談通報窓口
　市役所児童福祉課　月～金　8：30 ～ 17：15
　　　　　　　　　　☎ 45-1111　内線 157

３月の子育てカレンダー３月の子育てカレンダー

子育て支 援 情 報

■育児相談

親子であそぼう親子であそぼう親子であそぼう

手形のお雛さま

　もうすぐ、ひなまつりですね。
　成長の思い出に、お子さんのかわいい手で、
手形のお雛さまを作ってみませんか？ 簡単にで
きますので、ぜひ親子で挑戦してみてください。

【作り方】

① 子どもの手にインクを付けて手形をとります。
スタンプ用のインクがきれいにとれますよ！

② 折り紙を切って、台や烏
え ぼ し

帽子、かんむり、扇、
しゃくなどを貼

は

ります。　
④ 手形にペンで顔を描いたらできあがり。春ら
しいシールを貼るとステキですよ！

　下記の日程で、足型のお雛さま作りを実施し
ます。材料を用意してお待ちしていますので、
ぜひ児童館へ遊びに来てください！
◎２月 12 日（火）午前 11 時～　２歳以上　
◎２月 14 日（木）午前 11 時～　１歳

☆児童館「親子で楽しもう」
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みんなで考えよう !　国民健康保険

●問合先　市役所国保年金課　内線101～ 104

シリーズ5

～平成 20年度からの国保税について～

　医療制度の大幅な改正により、平成 20 年度から国民健康保険税の徴収方法や賦課方法が、下記の
ように変わります。ご理解とご協力をお願いします。

　４月から国保税が年金から天引き（特別徴収）されます　
○対象とする年金：老齢･退職年金、障害者年金、遺族年金
○対象となる方　：世帯内の国保被保険者全員が 65 歳以上 75 歳未満の世帯主
　　　　　　　例１）５人世帯

☆ただし、次の場合は特別徴収されず、従来どおり納付書で納付していただきます
　　　•世帯主が、国保被保険者でない場合（擬制世帯）…例２
　　　•世帯内の国保被保険者が、全員 65 歳以上 75 歳未満でない場合…例３
　　　•年金の年間受給額が 18 万円未満の場合
　　　•介護保険料と国保税の合算額が年金受給額の 1/2 を超える場合
※上記以外にも、年度途中に 75 歳に達する場合など特別徴収の対象とならない場合があります
　例２）５人世帯　　　　　　　　　　　　　　　例３）５人世帯

　国保税の賦課方法が変わります　
　これまでは、「医療分」と「介護分（40 ～ 64 歳の方）」を合わせた税額を納付していただきましたが、
４月から「後期高齢者医療制度」が創設されることに伴い、その制度を支援するための「後期高齢者
支援金分」が新しく加わることになりました。

『ひとくち健康メモ』（国保中央会「国保のしおり」から）
お酒の適量：お酒の適量は日本酒なら１合、ビールなら中びん１本、ワインならグラス２杯です。女性
やお年寄りはこれの半分。お酒が弱い人には、無理に勧めてはいけません。

国保被保険者
世帯主（65～ 74歳） 特

別
徴
収
の
対
象

妻（65～ 74歳）
健保などの被保険者 子

健保などの被扶養者
子の妻
子の子

国保
被保険者

父（65～ 74歳） 特
別
徴
収
の
対
象
外

母（65～ 74歳）
健保などの
被保険者

世帯主

健保などの
被扶養者

妻
子

国保被保険者

世帯主
65～ 74歳

特
別
徴
収
の
対
象
外

妻

子
65歳未満

子の妻
子の子

平成 19年度まで 平成 20年度から

医療保険分 　 変わります 医療保険分
後期高齢者支援金分

介護保険分（40～ 64歳の方）　 変わりません 介護保険分（40～ 64歳の方）
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ボランティア活動紹介 

ポケットの会は、町内会の役員・班長さんでは手の回らない部分をカバー
しようと始まったボランティアグループです。
＜活動内容＞
毎月１回の中央公園を中心とした整備活動、毎週１回の第一・第二調整池

周辺の花壇の整備活動を軸に町内会を盛り上げるため夏祭りへの参加、どん
ど焼きに合わせて餅つき大会を実施しています。『少しばかりの善意と、少し
ばかりの犠牲の心で参加しよう！』のスローガンのもと約10年の経過ととも
に、継続することで「市民権」を得たように思います。大きな力は要りません。
ささやかに「少しばかりの善意」を表明したい方、ご一緒に作業してみませ
んか？　　
●問合先　原田　☎45-3951　http://sky.geocities.jp/xwsfy369/index.html

「ポケットの会」

　今年はボランティアを始めようと思っていらっしゃる方も多いと思います。現在、会員を募集して
いる支援センター登録団体を紹介する２回目です。

＜ボランティア　はじめの一歩を踏み出す方へ＞ Part 2

① 地域でボランティア

　自分に合った活動を見つけられるといいですね。
　詳細は「守谷市民活動ハンドブック」・毎月 20 日発行の「守谷ボランティアNEWS」（市内 14 か所
の施設に用意）、ホームページ（http://www11.ocn.ne.jp/̃moriyav1/）をご覧ください。また、ボランティ
アの相談と問い合わせは、市民活動支援センターまでお願いします。

高野まちづくりの会 守谷市観光協会
松ケ丘花の輪ボランティアグループ ポケットの会
ふるさと大野を語る会 ひだまり公園グリーンレンジャー

お話　まつぼっくり おはなしクラブ　わらべ
図書館と歩む会 守谷ファンキーブラス

もりやをきれいにしよう会 守谷駅前クリーンズ
北守谷の風 清和クラブ

スリランカの子供達の就学を援助する会 女性セミナー　ミレニアム 守谷市女性セミナー連絡協議会
守谷市消費者の会 いきいき大学

② 施設でふれあいボランティア

③ 体を動かしてボランティア

④ 国際協力でボランティア ⑤学習活動サポートボランティア 

＜女性セミナー連絡協議会講演会　「病院・医院の上手なかかり方」＞
　日常診療に当たっているお医者さんが、医療現場の実情を紹介しながら病院・医院の選び方、かか
りつけ医と病院の使い分け、医療機関とうまく付き合うコツ等を紹介します。また、診療時間や待ち
時間、診察内容その他、日ごろの疑問にもお答えします。
●日時・会場　２月 24 日（日）午後２時～午後４時　中央公民館講座室　※守谷市教育委員会後援
●対　　　象　市内在住の方　40 名（当日会場で先着順受付）
●講　　　師　茨城県保険医協会会長　松本和美氏
●問　合　先　女性セミナー連絡協議会　赤井☎ 45-5358　柳生☎ 48-0803

みずき野調整池花壇づくりの様子

「清和クラブ」公園清掃の様子



「
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
標
語
・
川
柳
」
入
賞
作
品
紹
介

広報もりや2008.2.10

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
、
よ
り
身
近
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
標
語
・
川
柳

を
募
集
し
ま
し
た
。
１
月
27
日

『
ぱ
ー
と
な
ー
し
っ
ぷ
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
で
表
彰
さ
れ
た
入
選
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

　

最
優
秀
作
品
は
１
年
間
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
各
種
ポ
ス
タ
ー
な

ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

川
柳
の
部　

応
募
23
作
品

◎
最
優
秀
賞

男ひ
と
び
と女
が 

手
と
手
を
つ
な
ぐ 

心

の
環
（
木き

む
ら村
昭し

ょ
う
え
い
栄
）

◎
優
秀
賞

夫
婦
し
て 

仕
事
分
け
合
う 

仲

の
良
さ
（
水み

ず
た
に
た
け
い
ち

谷
武
一
）

◎
佳
作

奏
で
よ
う 

男た
が
い女
の
心
の
和ハ

ー
モ
ニ
ー音　

（
須す

が
よ
し
え

賀
芳
江
）

標
語
の
部

【
小
学
生　

応
募
７
４
３
作
品
】

◎
最
優
秀
賞

男
女
で
協
力 

み
ん
な
が
い
き
い

き
明
る
い
社
会

（
植う

え
は
ら
あ
い
こ

原
愛
子
・
大
井
沢
小
）

◎
優
秀
賞

男ひ
と
び
と女
が
手
を
取
り
あ
っ
て
創
る

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

街
（
小こ

じ
ま島
光み

つ
き生
・
高
野
小
）

支
え
合
い 

光
り
輝
く 

男み
ん
な女
の

笑
顔
（
菊き

く
ち地
夏な

つ
み海
・
郷
州
小
）

◎
佳
作

み
ん
な
ち
が
う 

だ
か
ら
み
ん
な

で 

助
け
合
う
（
相さ

が
ら
あ
き
ほ

良
昌
穂
・
大

井
沢
小
）

認
め
合
う 

男
女
が
き
ず
く 

未

来
の
社
会（
小お

ま
た
も
も
か

俣
百
華
・
黒
内
小
）

【
中
学
生　

応
募
３
４
６
作
品
】

◎
最
優
秀
賞

男
女
で
咲
か
そ
う 

輝
く
未
来
と

眩
し
い
笑
顔
（
野の

じ
ま島
ゆ
り
か
・

愛
宕
中
）

◎
優
秀
賞

男
女
が
協
力
、
手
を
握
り
、
つ

く
り
あ
げ
る
守
谷
の
輪
（
久く

ぼ保

埜の
け
ん賢
・
愛
宕
中
）

男
女
と
も 

協
力
し
あ
い 

助
け

あ
い 

み
ん
な
で
築
く 

理
想
の

未
来
（
竹た

け
さ
や
か

清
伽
・
御
所
ケ
丘
中
）

◎
佳
作

ひ男

女

と
び
と
が
一
緒
に
考
え
一
緒
に

つ
く
る 

平
和
な
暮
ら
し
（
鈴す

ず
き木

あ
や
め
・
愛
宕
中
）

未
来
を
に
な
う
男ひ

と

と
女ひ

と

と
の
支

え
愛
！ 

助
け
愛
！
（
福ふ

く
な
が永
晃あ

き樹

裕ひ
ろ

・
愛
宕
中
） 

　

日
本
で
は
夏
と
秋
に
お
祭
り

が
多
く
催
さ
れ
ま
す
が
、
ド

イ
ツ
で
は
夏
の
お
祭
り
・
オ

ク
ト
ー
バ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う

な
秋
の
お
祭
り
と
並
ん
で
、

K
arneval

と
い
う
お
祭
り
の

季
節
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、

１
月
31
日
〜
２
月
６
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、四
旬
節（
３

月
末
〜
４
月
の
間
、
キ
リ
ス
ト

教
会
が
行
う
復
活
祭
の
前
の
40

日
間
に
、
食
事
節
制
や
祝
宴
の

自
粛
を
し
て
キ
リ
ス
ト
の
受

難
を
分
か
ち
合
う
期
間
）
に
入

る
前
に
、
皆
一
緒
に
ど
ん
ち
ゃ

ん
騒
ぎ
を
し
た
こ
と
が
起
源
に

な
っ
て
い
ま
す
。K

arneval

と
い
う
言
葉
の
起
源
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
、
最
も
有
名
な
の

はCarne

（
お
肉
）levare 

（
取

り
上
げ

る
）
と
い

う
ラ
テ
ン

語
の
解
釈

で
す
。
さ

ら
に
カ
ー

ニ
バ
ル
は

地
域
に

よ
っ
て
祈
り
方
が
違
い
ま
す
。

一
般
的
に
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、

参
加
者
は
仮
装
を
し
て
音
楽
に

合
わ
せ
て
、
山だ

し車
か
ら
お
菓
子

を
ま
き
ま
す
。

　

伝
統
豊
か
な
カ
ー
ニ
バ
ル

は
、
あ
る
ラ
イ
ン
地
方
で
の
特

徴
は
、
パ
レ
ー
ド
の
山
車
は
非

難
さ
れ
て
い
る
政
治
家
を
モ

チ
ー
フ
に
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の

パ
レ
ー
ド
の
際
に
、
カ
ー
ニ
バ

ル
ク
ラ
ブ
の
議
会
も
あ
り
ま

す
。
会
議
の
内
容
も
、
現
在
の

政
治
に
関
す
る
皮
肉
の
ス
ピ
ー

チ
で
す
。
歴
史
的
に
、
カ
ー
ニ

バ
ル
の
期
間
以
外
は
権
力
に
対

し
て
の
批
判
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
の
で
、
今
で
も
真
剣
に
政
策

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　

南
ド
イ
ツ
と
北
ス
イ
ス
の

カ
ー
ニ
バ
ル
は
そ
の
名
称
、
仮

装
、
音
楽
、
う
た
い
文
句
の
す

べ
て
が
異
な
り
ま
す
。
パ
レ
ー

ド
の
参
加
者
は
顔
が
分
か
ら
な

い
よ
う
に
木
の
面
を
着
け
、
紙

ふ
ぶ
き
を
観
覧
者
に
向
か
っ
て

ま
き
ま
す
。
仮
装
し
て
い
る
参

加
者
が
観
覧
者
に
近
づ
い
て
、

上
着
の
中
に
た
く
さ
ん
の
紙

ふ
ぶ
き
を
入
れ
ま
す
（
左
の
写

真
を
よ
く
見
る
と
、
参
加
者
の

手
の
中
に
紙
ふ
ぶ
き
が
あ
り
ま

す
）。
ド
イ
ツ
の
南
に
あ
る
黒
い

森
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、
初
め

て
の
カ
ー
ニ
バ
ル
を
見
に
行
っ

た
ら
、
怪
獣
が
近
づ
い
て
来
て

と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
今
は

経
験
が
あ
る
の
で
、
も
ち
ろ
ん

皆
と
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
11
日
（
火
）
午

後
１
時
30
分
〜
▼
会
場　

高
野

公
民
館
▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
の
方
20
名
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
参
加
費　

５
０
０
円
程

度
▼
申
込
期
限　

２
月
29
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課　

内
線
１
３
２

●
ブ
リ
タ
の
ケ
ー
キ
作
り
教
室

国際交流員
ブリタさんの

MORIYA
滞在記

MORIYA
滞在記

k
カーネヴァル

arneval
ドイツの５つ目の季節

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

～
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

 

さ
あ
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を

 

解
消
し
ま
し
ょ
う
～

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

春
休
み
に
、
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
、

ゴ
ル
フ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

第
４
回
守
谷
市
地
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

春
休
み
親
子

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
づ
く
り
教
室

～
親
子
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
づ
く
り

 

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

守
谷
地
区
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画
事
業

成
人
の
た
め
の
料
理
教
室

卒
園
・
卒
業
の
お
祝
い
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

☆
好
評
に
つ
き
第
２
回
実
施

お
も
し
ろ
理
科
先
生
が
や
っ
て
来
る
！

光
と
色
の
ふ
し
ぎ
探
検
！

～
光
の
ジ
ュ
ー
ス
で
遊
ぼ
う
～

も
り
や
学
び
の
里

休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

イ
モ
リ
君
と
遊
ぼ
う　

～
い
の
ち
の
話
～

最
終
話
「
イ
モ
リ
君
の
あ
か
ち
ゃ
ん
」

及
び
「
科
学
者
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
授
与
」

19 広報もりや2008.2.10

▼
日
時　

３
月
12
日
（
水
）
～
14
日 

（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
▼
会

場　

常
総
運
動
公
園
室
内
温
水

プ
ー
ル
▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
勤
の
方
40
名
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
講
師　

仁に
っ
た田
栄さ
か
え

氏（
市

体
育
指
導
委
員
）、
村む
ら
や
ま山
よ
し

み
氏
（
市
体
育
指
導
委
員
）
▼

参
加
費　

１
０
０
０
円
※
初
日

に
徴
収
▼
準
備
品　

水
着
、
タ

オ
ル
、
白
系
の
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
（
マ
ジ
ッ
ク
で
名
前

の
書
け
る
も
の
）
▼
申
込
方
法

３
月
３
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
又
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

▼
日
時　

４
月
６
日
（
日
）
▼

会
場　

豊
里
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
▼

参
加
費　

２
万
円
※
プ
レ
ー

費
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
▼
参
加
資

格　

市
内
在
住
の
方
▼
競
技
方

法　

１
チ
ー
ム
12
名
９
地
区
を

予
定
※
チ
ー
ム
内
に
女
性
２
名

以
上
登
録
男
性
８
名
、
女
性
２

名
の
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
▼
主
催　

守
谷
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
地

区
対
抗
実
行
委
員
会
▼
申
込
方

法　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
を
記

入
し
、
２
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
申
し
込
む
※
地
区
別
編
成
の

た
め
、
住
所
は
必
ず
記
入
。
多

数
の
場
合
、
各
地
区
で
選
考

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所

生
涯
学
習
課
内
「
市
体
育
協

会
ゴ
ル
フ
部
事
務
局
」　

内
線

２
７
１

▼
日
時　

３
月
30
日
（
日
）
午

前
10
時
～
正
午
▼
会
場　

中
央

公
民
館
２
階
集
会
室
▼
対
象　

市
内
在
住
の
親
子
20
組
※
幼
児

の
参
加
可
。
小
学
４
年
生
以
上

は
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
。
超

過
の
場
合
抽
選
▼
講
師　

澤さ
わ
だ田

光こ
う
へ
い平
氏（
も
り
や
生
き
生
き
ラ

イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
）

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
円
▼

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・

教
室
名
を
記
入
し
、
３
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
む
※

１
枚
で
４
名
ま
で
申
込
可
▼
申

込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学

習
課
公
民
館
Ｇ　

内
線
２
７
９

▼
日
時　

３
月
25
日（
火
）～
27

日（
木
）午
前
９
時
～
11
時
▼
会

場　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
守
谷

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
16
名
程
度
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
指
導　

橋は
し
も
と本
和か
ず
お夫
プ
ロ

※
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
▼
参

加
費　

３
０
０
０
円
※
初
日
に

徴
収
▼
申
込
方
法　

３
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
又
は
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
内
「
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
事
務
局
」　

内
線
２
７
８

▼
日
時　

３
月
７
日
（
金
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時
▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
▼

対
象　

守
谷
・
黒
内
小
学
校
通

学
区
域
在
住
の
方
20
名
※
超
過

の
場
合
抽
選
。
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
他
地
区
か
ら
の
受
入

可
▼
講
師　

川か
わ
の野
泰や
す
こ子
氏
▼
費

用　

１
３
０
０
円
※
材
料
費
▼

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん
、
ラ
ッ
プ
、
持
ち

帰
り
用
容
器
▼
申
込
方
法　

往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

代
・
教
室
名
を
記
入
し
、
２
月

26
日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
公
民
館
Ｇ　

内
線

２
７
９

▼
内
容　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
実

験
・
工
作
（
第
１
回
と
同
じ
）

▼
日
時　

３
月
16
日（
日
）　

午

前
10
時
～
11
時
30
分
▼
会
場　

郷
州
公
民
館
１
階
集
会
室
▼
対

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
30
名

（
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
保
護
者
の
参
加
歓
迎
）

※
超
過
の
場
合
抽
選
。
前
回
抽

選
に
も
れ
た
方
優
先
▼
講
師

久く

ぼ保
利り

か

こ
加
子
氏
▼
費
用　

１
人

５
０
０
円
※
教
材
費
▼
持
参
品

上
履
き
、
鉛
筆
１
本
▼
申
込
方

法　

３
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
又
は
窓
口
、
も
し
く
は
申

込
用
紙
（
公
民
館
に
用
意
）
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
公
民
館
Ｇ　

内
線

２
７
４

　

も
り
や
学
び
の
里
は
、
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
、
翌
火

曜
日
）
が
休
館
日
で
す
が
、
今

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
利
用
状
況
を
考
慮
し
、
５

月
６
日
（
火
）
を
開
館
し
、
翌

７
日
（
水
）
を
閉
館
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課　

内
線
１
３
５

▼
日
時　

２
月
23
日
（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
３
時
※
午
前
８

時
取
手
市
役
所
集
合
▼
会
場　

つ
く
ば
大
学
大
学
院
生
命
環
境

科
学
研
究
室
※
バ
ス
で
移
動
▼

指
導
者　

つ
く
ば
大
学
生
命
環

境
科
学
研
究
科
准
教
授　

千ち

ば葉

親ち
か
ふ
み文
博
士
▼
参
加
費　

１
人

１
５
０
０
円
※
「
科
学
者
へ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」
代
▼
後
援　

取

手
市
・
守
谷
市
・
つ
く
ば
み
ら

い
市
教
育
委
員
会
▼
申
込
方
法

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
９
７
―
78
―
１
３
６
２　

０
２
９
７
―
78
―
７
３
１
０



中央公民館☎ 48-6731　高野公民館☎ 45-5411　郷州公民館☎ 48-6711　北守谷公民館☎ 47-0111
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～守谷で活動する美術家の皆さんの作品を、こ
の機会にぜひご鑑賞ください（入場無料）～

▶期間　３月２日（日）～９日（日）
　　　　午前９時 30 分～午後４時 30 分
　　　　※９日は、午後３時まで
▶会場　中央公民館　☎ 48-6731　
　　　　※会場へは、徒歩で、守谷駅西口から守

谷地区交番前を通りおよそ 10 分
▶主催　守谷市美術作家展実行委員会
　　　　守谷市教育委員会
▶出品予定者　（敬称略）
＜日本画＞池

い け だ あ い こ

田愛子、小
お の で ら ふ じ み

野寺冨士美、斎
さいとうあきお

藤彰男、
　　　　　柴

し ば た や す こ

田恭子、下
しもむらきょうこ

村京子、武
た け だ ひ ろ こ

田弘子、
　　　　　田

た む ら む つ こ

村睦子、土
ど い

居順
じゅんこ

子、吉
よ し だ き よ み

田浄美 、
　　　　　斉

さいとうりょうた

藤竜太
＜洋　画＞青

あおきしんいち

木伸一、木
きのしたひろやす

下博寧、輿
こしみずさぶろう

水三郎、
　　　　　鈴

す ず き ま き こ

木真木子、田
た ざ わ ま さ こ

澤政子、原
は ら だ か つ や

田勝也、
　　　　　深

ふかおりょうこ

尾良子、増
ま す い ひ さ え

井久恵、升
ますもとひろこ

本弘子、
　　　　　松

ま つ も と ゆ き こ

本由紀子、向
むこうやま

山雅
ま さ こ

子、八
や ぎ さ わ と し こ

木澤歳子、
　　　　　吉

よ し だ え み こ

田恵美子、渡
わたなべ

邉　丞
すすむ

＜木版画＞斎
さいとうすみこ

藤澄子、清
し み ず た み こ

水多美子
＜工芸美術＞朝

あさくらようこ

倉洋子、小
こじまのりゆき

島紀行、斉
さいとう

藤義
よしのり

教、
　　　　　塚

つ か は ら み ち か つ

原三千勝、平
ひらかわてつお

川鐵雄、古
ふ る や み つ お

谷光男、
　　　　　吉

よ し だ か ず お

田和夫
＜　書　＞今

いまざわこうじん

澤香仁、奥
おくしませいか

島清香、貝
かいづかぎょくけい

塚玉桂、
　　　　　笠

か さ み こ う か

見香華、佐
さ と う け い か

藤桂華、高
たかはしこうせき

橋香石、
　　　　　福

ふくながじせん

永滋扇、森
もり

　高
こううん

雲、渡
わたなべちくれい

邊竹麗
＜写　真＞木

きどころしげよし

所成孔、染
そ め や

谷　忠
ただし

、高
たかやまてるお

山輝夫、
　　　　　田

たなべしょうじ

邊勝二

公民館使用料減免制度について

　公民館を利用する社会教育団体（青少年育成、
成人、女性、高齢者団体）、社会福祉関係団体、
ボランティア活動団体に対し、使用料減免制度
があります。
　この制度を活用し、使用料の減免を希望する
場合は、使用申請と同時に減免申請が必要とな
ります。
　なお、内容により該当しない場合もあります
ので、必ず事前に各公民館にご相談ください。

▶問合先　

ワークショップ開催 （参加無料）

岩絵具ってなに？描いてみよう日本画 !
　　　「はじめての日本画教室」

▶内 容　野菜・果物を画用紙にスケッチし、 
　　　　　日本画の色紙に線描きし、岩絵具で彩 
　　　　　色する
▶日 時　３月９日（日）午前９時～正午
▶会 場　中央公民館美術室
▶対 象　市内在住・在学の小学３年生～高 
　　　　　校生 20 名※超過の場合抽選
▶持参品　鉛筆（４Ｂ）、画用紙１枚
▶講 師　守谷市美術作家展日本画部会
▶申込方法　２月 29 日（金）までに、電話又は 
　　　　　窓口で申し込む
▶申込・問合先　
　市役所生涯学習課公民館Ｇ　内線 274

市内公民館は毎月がコンサート事業
～あなたのコンサートを応援します～

　市内公民館では、音楽サークル・団体活性化
事業として、コンサートを開催する場合、年１
回に限り施設使用料の免除制度を設けています
ので活用ください。
▶対象団体　市内各公民館、もりや学びの里、

東板戸井集会所で定期使用サークルとして登
録し、３年以上良好な活動をしている音楽団体

※音響・照明機器の操作は各サークルで実施。
　入場料は無料とし、市民だれもが参加できる 
　コンサートであること

　　　　　　アートなもりやを実感しよう！

第２３回守谷市美術作家展

▲ 12/19　初めて学ぶ季節の和紙ちぎり絵講座
　郷州公民館で開催された講座に 11 名が参加し、 
　80 代の方も見事な作品を完成させました。

▲ 11/4、12/2　美味しいそば作り教室
　　　　　　　　（公民館運営協力員企画事業）
　北守谷公民館で開催された教室で、男女 17 名が 
　手打ちのそば作りを楽しみました。自分で打っ 
　たそばの味は格別だったようです。
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伝統文化こども教室　　入場無料
「いけばなこども教室」ミニ発表会
　平成 19 年８月から子どもたちが稽古してきた
成果を発表します。
▶日　時　３月 22 日（土）　午後１時～５時
　　　　　　　 23 日（日）　午前９時～午後４時
▶会　場　中央公民館 1 階ギャラリー
▶出展者　「いけばなこども教室」の幼稚園児～
　　　　　小学６年生
▶問合先　山口　☎ 46-0374

講演会 「7カ国語で話そう」 参加費無料

　世界のどの国の人たちとも仲良くなれるコ
ミュニケーション力と、そこから広がる豊かな
世界についての話です。

▶日　時　２月 26 日（火）午前 10 時 30 分～午後０時 30 分
　　　　　３月２日（日） 午後２時～４時
▶会　場　取手市福祉会館
▶後　援　守谷市教育委員会ほか
▶主催・申込・問合先　
　　　　　言語交流研究所ヒッポファミリークラブ
　　　　　☎ 0120-557-761
※無料託児あり（事前に申し込む）

伝統文化こども教室　　入場無料
「守谷能楽こども教室発表会」 「第 2回も
りやふれあい薪能事前講習会」 同時開催

　子どもたちが能楽の稽古してきた成果の発表及
び５月 10 日（土）に開催される「第２回もりやふ
れあい薪能」の事前講習会を実施します。
▶発表内容　仕舞「湯谷」、囃子（能管・小鼓）、
　　　　　　型「土蜘蛛」、創作仕舞「将門」
▶講習会内容　能についての基礎知識、演目の
　　　　　　　解説等
▶日　時　３月８日（土）午後１時～
▶会　場　中央公民館ホール
▶問合先　好文木会、守谷ふれあい薪能実行委 
　　　　　員会　☎ 090-6523-2876

▲ 12/ ９　子どもピザ作り教室
　北守谷公民館で開催されたピザ作り教室に親子 
　20 名が参加し、トマトソースから手づくりの本 
　格ピザの味を楽しみました。

▲ 12/9　クリスマスコンサート
　中央公民館ホールで、もりや児童合唱団の皆さ 
　んが、多くの観客に日ごろの練習の成果を披露 
　しました。



相馬氏歴代の位牌・・・海禅寺所蔵

　

歴
史
講
演
会
「
平
将
門
史
実
と
伝
説
」

　

参
加
費
無
料　
　

申
込
不
要
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旗
本
と
な
っ
た
下
総
相
馬
氏
の
末
裔

　

天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
八
月
、
徳
川
家
康
は
新
領

地
の
江
戸
城
へ
入
っ
て
直
ち
に
知ち
ぎ
ょ
う
わ
り

行
割
を
行
い
、
守
谷
に

は
菅す
が
ぬ
ま
さ
だ
ま
さ

沼
定
政
（
の
ち
土と

き岐
に
復
姓
）
が
一
万
石
を
給
与
さ

れ
て
着
任
し
た
。一
方
で
家
康
は
旧
家
の
没
落
を
惜
し
み
、

相
馬
治は
る
た
ね胤
の
嫡
男
秀ひ
で
た
ね胤
は
相
馬
郡
に
て
五
千
石
を
賜
っ

た
。
秀
胤
の
知
行
地
は
、
筒
戸
村
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

を
中
心
と
し
て
、
守
谷
市
・
常
総
市
・
坂
東
市
に
散
在
し

た
。
治
胤
以
下
の
相
馬
家
系
図
は
次
の
通
り
。

治
胤
┬
秀
胤

　

├
胤た
ね
の
ぶ信

　

├
盛も
り
た
ね胤

　

└
政ま
さ
た
ね胤
＝
貞さ
だ
た
ね胤
─
要よ
し
た
ね胤
＝
信の
ぶ
た
ね胤
─
保や
す
た
ね胤
─
利と
し
た
ね胤
─

　
　

是こ
れ
た
ね胤
─
敏と
し
た
ね胤
─
繋
（
つ
な
た
ね
）
胤
─
将（
ま
さ
き
）枝─
祚
（
む
ら
た
ね
）胤

　

秀
胤
は
「
文ぶ
ん
ろ
く禄
の
役
」
で
家
康
に
随
い
肥
前
名な

ご

や
護
屋

（
鎮
西
市
）
へ
出
陣
し
て
い
る
が
、
早
世
し
た
ら
し
く

弟
の
胤
信
が
遺
跡
を
継
ぎ
、
信
濃
守
従じ
ゅ
ご
い
の
げ

五
位
下
に
任
じ

ら
れ
た
。『
歓か
ん
き
じ

喜
寺
系
図
』で
は
、領
三
千
石
余
と
す
る
。

胤
信
の
拝
領
屋
敷
は
、
麹
町
中
学
校
（
東
京
都
千
代
田

区
平
河
町
二
丁
目
）
付
近
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
の

ち
の
貞
胤
屋
敷
が
『
正
し
ょ
う
ほ
う保
年
間
江
戸
絵
図
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
胤
信
も
早
世
し
た
ら
し
く
、
家
督

は
異
母
弟
の
盛
胤
が
継
い
だ
が
一
千
石
に
減
じ
ら
れ
、

そ
の
盛
胤
も
無
嗣
断
絶
さ
せ
ら
れ
た
が
、
政
胤
が
家
を

再
興
し
一
千
石
を
下
賜
さ
れ
た
。

　

政
胤
は
二
代
将
軍
秀ひ
で
た
だ忠
に
仕
え
「
大お
お
ば
ん番
」
に
列

し
、
晴
れ
て
旗
本
と
な
っ
て
「
大
坂
の
両
陣
」
に
も

参
陣
し
た
。
隠
居
後
は
旗
本
奴
に
な
っ
た
ら
し
く
、

『
久き
ゅ
う
む
に
っ
き

夢
日
記
』
に
「
相
馬
小
次
郎
、
よ
し
や
組
、
大
上

戸
で
酒
の
さ
か
な
に
煙
草
を
喰
う
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　

寛か
ん
え
い永
二
年
（
一
六
二
五
）、
政
胤
あ
る
い
は
婿
養
子

の
貞
胤
は
、
弓ゆ

だ田
・
馬ま
た
て立
村
（
坂
東
市
）
へ
知ち
ぎ
ょ
う
が
え

行
替
と

な
っ
た
。貞
胤
は
家い
え
み
つ光
か
ら
新
恩
二
百
石
を
下
賜
さ
れ
、

そ
の
後
、
滝
村
（
千
葉
県
本も
と
の埜
村
）
の
瀧り
ゅ
う
す
い
じ

水
寺
に
灯
明

代
と
し
て
田
畠
を
寄
進
し
た
。
嫡
子
の
要
胤
も
、
父
と

同
様
に
田
畠
を
寄
進
し
て
い
る
。
こ
の
要
胤
は
元げ
ん
ろ
く禄
三

年
（
一
六
九
○
）
に
没
し
て
海か
い
ぜ
ん
じ

禅
寺
（
守
谷
市
高
野
）

に
葬
ら
れ
た
が
、
今
も
墓
は
現
存
す
る
。

　

信
胤
は
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
山
崎
村
（
野
田

市
）
へ
知
行
替
と
な
り
、
宝ほ
う
え
い永
六
年
（
一
七
○
九
）
に

は
「
鉄
て
つ
ぽ
う
た
ま
ぐ
す
り

炮
玉
薬
奉
行
」
に
昇
進
し
た
。
こ
の
頃
、
下
総

相
馬
氏
が
最
も
光
り
輝
い
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
翌
年
起
き
た
代
官
の
不
始
末
の
責
任
を
負
わ
さ

れ
、
知
行
地
を
没
収
さ
れ
八
百
石
の
「
蔵く
ら
ま
い米
取
り
」
と
な

り
、無
役
の
「
小こ
ぶ
し
ん
ぐ
み

普
請
組
」
入
り
を
命
じ
ら
れ
た
。
以
後
、

相
馬
氏
の
家
禄
は
八
百
石
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
た
。

　

こ
の
事
件
の
五
年
後
、
信
胤
は
没
し
て
牛
込
松し
ょ
う
げ
ん
じ

源
寺

（
現
、
東
京
都
中
野
区
）
に
葬
ら
れ
た
。
海
禅
寺
に
在

る
墓
石
に
は
、「
親
王
四
十
代
後
裔　

相
馬
小
次
郎
平

信
胤
」
と
あ
り
供
養
塔
か
と
思
わ
れ
る
。

　

保
胤
は
大
番
に
復
帰
し
、
四よ
つ
や
お
お
き
ど

谷
大
木
戸
（
新

宿
区
四
谷
四
丁
目
）
前
に
移
り
住
ん
だ
が
、

「
馬
う
ま
あ
ら
た
め
ば
ん
や

改
番
屋
」
の
番
方
に
就
い
た
と
思
わ
れ
る
。
利
胤
は

『
寛か
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か
ふ

政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
矩の
り
た
ね胤
と
し
て
い
る
。
同
譜
は

敏
胤
ま
で
の
記
載
し
か
な
く
、
以
降
の
名
は
海
禅
寺
所

蔵
の
「
相
馬
氏
歴
代
の
位
牌
」
に
よ
る
。
同
位
牌
に
は
、

盛
胤
か
ら
将
枝
ま
で
十
一
代
の
戒
名
が
、
裏
面
に
盛
胤

か
ら
祚
胤
ま
で
十
二
代
の
俗
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

繋
胤
は
『
遊ゆ
う
れ
き
ざ
っ
き

歴
雑
記
』
に
、「
正
月
十
五
日
に
門
前

を
通
る
往
来
の
人
を
呼
び
と
め
、
酒
を
振
舞
い
顔
に

墨
を
塗
る
、
こ
れ
を
相
馬
家
の
吉
例
と
す
る
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

下
総
相
馬
氏
の
歴
史
（
九
）

　

将
枝
は
、「
甲
府
勤き
ん
ば
ん番
」
を
仰
せ
付
か
り
甲
府
で

屋
敷
を
拝
領
し
た
。
祚
胤
は
江
戸
に
戻
り
再
び
小
普

請
入
り
し
て
、
神
楽
坂
若
宮
八
幡
宮
の
傍
ら
（
新
宿

区
若
宮
町
）
に
屋
敷
を
拝
領
し
た
。
祚
胤
は
幕
末
の

嘉か
え
い永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
二
月
に
没
す
。
明
治
ま

で
あ
と
僅
か
一
七
年
で
あ
っ
た
。
祚
胤
の
子
女
に
つ

い
て
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
、
旗
本
下
総
相
馬
氏
の

末
裔
も
無
事
に
明
治
維
新
を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

守
谷
に
は
、
多
く
の
平
将
門
に
関
す
る
言
い
伝
え

が
残
っ
て
い
ま
す
。
史
実
と
し
て
の
平
将
門
と
伝
説

の
将
門
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
お
話
で
す
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
将
門
に
つ
い
て
、
新
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
会
場　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室
▼
講
師　

八や
ま
き
み
の
る

巻
実

氏
（
全
国
歴
史
研
究
会
特
別
顧
問
）

▼
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課　

内
線
２
７
２

日ひ
み
じ
か短
や
受じ
ゅ
し
ん診
待ま

つ
間ま

の
長な
が

き
こ
と栗く

り
は
ら原
謙け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

箱は
こ
ね根
よ
り
富ふ
が
く岳
を
指し

こ呼
に
小こ
は
る
た
び

春
旅

小こ
ぬ
き貫　

久ひ
さ
こ子

竹た
け

を
割わ

る
音お
と
こ
だ
ま谺し
て
山や
ま
ね
む眠
る

小こ
ば
や
し林　

洋よ
う
せ
い正

日に
ち
り
ん輪
へ
落お
ち
ば葉
影か
げ
え絵
と
な
り
て
舞ま

う

 

斎さ
い
と
う藤　

和か
ず
こ子

百ひ
ゃ
く
さ
い

歳
の
命

い
の
ち

悠ゆ
う
ゆ
う悠

毛け
い
と糸

編あ

む

下し
も
む
ら村
ア
サ
子こ

偽い
つ
わ
りの

娑し
ゃ
ば婆

へ
成せ
い
じ
ん
し
き

人
式
の
若わ
か
も
の人

よ田た
な
か中

政ま
さ
た
ろ
う

太
郎

凡ぼ
ん
よ
う庸
に
生い

き
て
金き
ん
こ
ん婚
冬ふ
ゆ

さ
う
び栩と

ち
や
ま山　

　

登
の
ぼ
る

明あ
し
た日
逢あ

ふ
と
き
め
き
に
揺ゆ

れ
寒
か
ん
す
ば
る昴中な

か
む
ら村　

邦く
に
ひ
こ彦

冬ふ
ゆ
ざ
れ
の
公こ
う
え
ん園
の
木き

ぎ々

天て
ん
を
射い

る中な
か
む
ら村　

信し
ん
い
ち一

（
新
年
句
会
）

数か
ぞ

へ
日び

や
年と
し
へ経
て
も
な
ほ
親お
や

の
顔か
お

西に
し
が
き垣
太た

く

ま
久
馬

銭せ
ん
と
う湯

や
昭し
ょ
う
わ和

も
遠と
お

し
か
ぞ
ふ
柚ゆ

ず子

福ふ
く
だ田
一ひ

ろ

し
六
四

ミ
シ
ン
針ば
り

糸い
と
と
お通
ら
ず
に
暮く
れ
は
や早
し

古ふ
る
さ
わ澤　

房ふ
さ
こ子

腰こ
し
ま曲
が
る
老ろ
う
ば婆
の
背せ
た
け丈
花は
な
や八
つ
手で

堀ほ
り
う
ち内　
　

昭
あ
き
ら

診し
ん
だ
ん断
を
そ
ぞ
ろ
寒さ
む

さ
の
椅い

す子
で
待ま

つ

松ま
つ
う
ら浦
ゆ
き
江え

転て
ん
せ
い生

の
ご
と
く
顕あ
ら
わる

霜
し
も
ば
し
ら柱

宮み
や
も
と本　

徹て
つ
し志

極ご
く
げ
つ月

の
振ふ

り
子こ

の
誤ご

さ差
を
と
じ
て
ゆ
く

諸も
ろ
ふ
じ藤

留る

み

こ
美
子

凩こ
が
ら
しの
一い
っ
か
い塊
と
な
る
夜よ
る

の
墓ぼ
ひ
ょ
う標安や

す
だ田　

政ま
さ
こ子

山や
ま
ね
む眠
る
友と
も

は
息む
す
こ子
に
引ひ

き
と
ら
る

 

山や
ま
だ田
美み

え

こ
枝
子

大人の団体 掛金（年 /人） 子どもの団体 掛金（年 /人）

対

象

文化、ボランティア、地域活動（スポー
ツの指導、審判、ダンス、踊り等を除く。） 500 円

対

象

中学生以下の子ども及びスポーツ活動
を行わない大人 500 円

老人クラブ（60 歳以上） 800 円 中学生以下の子どもワイド（個人活動
含む） 1,050 円

スポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） 1,500 円

子どもと一緒にスポーツ活動を行う 
大人（指導者）

1,000 円

危険度の高いスポーツ活動（アメリカ
ンフットボール、山岳登はんなど） 9,000 円 1,500 円
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●保険内容

●保険期間　平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日
●対象事故　団体活動中とその往復中の事故
※加入方法・保険対象・補償内容などの詳細は、 
　右記へお問い合わせください

●受付期間　平成 20 年３月１日（土）～
●問 合 先　茨城県水戸生涯学習センター分館
　　　　　　　茨城県体育協会内
　　　　　　　（財）スポーツ安全協会茨城県支部
　　　　　　　　☎ 029-300-4710（土・日曜日及び祝日を除く）

２００８年度　スポーツ安全保険のお知らせ
　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動などを行う５名以上の団体を対象とした傷害保険
と賠償責任保険及び見舞金制度を組み合わせたものです。
加入受付は３月から行います（加入用紙は、市役所生涯学
習課にもあります）。



パスワードを登録して、図書館をもっと便利に！

　　　◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）
　パソコン　http://www.lib.moriya.ibaraki.jp　携帯電話　http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

としょかんへいこう！
２月の児童テーマ棚「うんどう」

「しもつかれ（すみつかり、すみつかれとも言う）」の作り方は？ 
➡ 「知ってる？守谷～食べ物編～」の資料を参考に調べてみよう。
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　　　　　休 館 日 　毎週月曜日、２/29（金）、３/28（金）
　　　　　開館時間 　中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※木曜日は、午後１時～６時
   　各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

2 ・ 3月

　図書館利用カードを持っている中学生以上の方は、パスワードを登録することができます。未登
録の方は、ぜひ登録して、図書館をもっと便利に使いましょう。パスワードを登録すると、「館内
OPAC（タッチパネル式の検索端末）」や、「インターネットに繋がっているパソコン・携帯電話」か
ら、自分自身でいろいろなことができるようになります。 

パスワード登録の方法
　中央図書館又は各公民館図書室に、「図書館利用カード」と「本人であることが確認できるもの（運
転免許証・学生証・健康保険証など）」を持参の上、登録申請をしてください。
　※特に必要がない方は、登録しなくても大丈夫です。必要な方だけ、登録申請をしてください
　※パスワード登録をしなくても、各種情報照会・予約申込等は可能です。直接カウンターへ来館、
　　又は電話でお問い合わせください。本人からの依頼に限り職員が対応します
　※予約は、市内在住・在勤・在学のみのサービスです
　※申請したパスワードは、その後、ご自身で自由に変更できます
　※パスワードを忘れてしまった場合、改めて登録申請が必要となります

書庫の本公開コーナー
２月のテーマ

「お菓子とパン ｣
場所：２階特集棚

貸出資料の確認 ( 照会 )
＊借りている資料のタイトルと貸出期限を表示
＊館内ＯＰＡＣによる貸出期限延長手続
　※期限切前で 1 回のみ。他の利用者の予約が 
　　ある資料は延長できません

予約資料の確認 ( 照会）
＊予約している資料のタイトルを表示
＊予約している資料の状況を表示
　※自分の順番になったときは「割当済」と表 
　　示されます
＊予約している資料の取消手続

利用者登録情報変更
＊パスワードの変更手続
＊メール登録内容の変更手続
　※メールアドレスを登録しておくと、予約した 
　　資料が準備できたときに、メールが届きます

セルフ貸出機による貸出手続
＊中央図書館に設置してあるセルフ貸出機を使っ 
　て、自分で貸出手続をすることができます
　※付録つき図書や CD・DVD 等、セルフ貸出
　　機で手続できない資料があります。詳しく
　　は、セルフ貸出機近くに置いてある案内を
　　ご覧ください

おはなし会 ： 中央図書館 「おはなしのへや」
２月 23 日（土） 11：00 ～ 11：30
３月７日（金） 11：00 ～ 11：30
３月８日（土） 11：00 ～ 11：30
※ 3 月 7 日（金）は、「ちいさなおとも
　だちのためのおはなし会」です
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か ご しま し

ふるさと自慢 篤姫の故郷「鹿児島市」篤姫の故郷「鹿児島市」
か ご しま し

　

鹿
児
島
市
（
人
口
60
万
人
）

は
、
薩
摩
藩
島
津
氏
77
万
石
の

城
下
町
と
し
て
、
７
０
０
年
も

の
長
き
に
わ
た
っ
て
発
展
し
、

藩
主
が
一
度
も
変
わ
る
こ
と
な

く
続
い
た
の
で
す
。
こ
の
間
、

３
度
も
戦
火
に
焼
か
れ
ま
し

た
。
文
久
３
年
の
薩
英
戦
争
、

明
治
10
年
の
西
南
戦
争
、
昭
和

20
年
の
敗
戦
直
前
の
大
空
襲
で

は
、
市
街
地
の
93
％
が
灰か
い
じ
ん燼
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
と
、
歴
史
の
話
は
そ
れ

く
ら
い
に
し
て
、
さ
あ
、
南
九

州
最
大
の
繁
華
街
「
天
文
館
」

で
、名
物
「
む
じ
や
き
の
白
熊
」

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
白

熊
と
は
、
カ
ン
ナ
で
削
っ
た
ふ

ん
わ
り
し
た
氷
に
、
い
ろ
い
ろ

な
果
物
を
散
り
ば
め
、
秘
伝
の

自
家
製
ミ
ル
ク
を
た
っ
ぷ
り
か

け
た
ス
ー
パ
ー
メ
ガ
か
き
氷
で

す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
そ
の
甘

さ
は
、
一
度
味
わ
っ
た
ら
必
ず

病
み
つ
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル

と
言
え
ば
、
や
は
り
桜
島
で
す

ね
。
確
か
に
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ

桜
島
の
姿
は
美
し
く
、
中
で
も

夕
陽
に
刻
々
と
色
を
変
え
る
さ

ま
は
、
ま
さ
に
神
秘
的
で
感
動

も
の
で
す
。
桜
島
へ
は
、
鹿
児

島
港
（
桜
島
桟
橋
）
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
15
分
、
昼
間
は
15
分
間

隔
で
運
航
し
、
料
金
は
わ
ず

か
１
５
０
円
。
さ
あ
、
レ
ッ
ツ
、

イ
コ
ウ
、
イ
コ
ウ
。
そ
し
て
、

こ
の
世
界
有
数
の
活
火
山
の

雄
々
し
さ
、奥
深
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ワ
ー
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
鹿
児

島
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
西さ
い
ご
う
た
か
も
り

郷
隆
盛

で
す
ね
。
し
か
し
今
回
は
、
島し
ま

津づ

斉な
り
あ
き
ら彬
公
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ

と
触
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

島
津
の
殿
様
に
は
、
代
々
秀

で
た
人
が
数
多
く
現
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
秀
で

て
い
た
の
が
、
島
津
斉
彬
公
で

す
。
と
り
わ
け
科
学
技
術
の
大

切
さ
を
よ
く
理
解
し
、
西
洋
文

明
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
近

代
日
本
の
基
礎
を
築
い
て
く
れ

ま
し
た
。
藩
主
と
し
て
の
在
任

期
間
は
わ
ず
か
７
年
余
り
で
し

た
が
、
西
郷
隆
盛
を
見
出
し
、

育
て
、
世
に
送
り
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
見
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
が
、
島
津
斉
彬

公
の
日
本
へ
の
最
高
の
贈
り
物

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

有
ありむら

村 正
しょうぞう

三さん
（清水）

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

平
成
49
年
度
茨
城
県
統
計
大
会

◆
茨
城
県
統
計
協
会
会
長
賞

夢をもとう　たく
ましく生きるため
に

目指せ！ チームマ
イナス６％　個人が
社会が　できること

ぼく滅！飲酒運転
安全な交通社会の
ために

縄
なわたかゆき

貴征さん　貝
かいつか

塚
契
けいた

太さん　浅
あさかわ

川祐
ゆう

貴
き

さん（大野小６）

横
よこせ

瀬哲
てつや

也さん 塚
つかはら

原
滉
こうき

喜さん　成
なるしま

島勇
はや

人
と

さん（大野小６）

古
ふる や

谷美
み ほ

帆さん　間
ま

宮
みや

映
え り

里さん　大
おおしま

嶋
恵
めぐみ

さん（大野小６）

ほめられてやる気
まんまん２年生

須
す だ

田唯
ゆい か

華さん
（松ケ丘小２）

鉄道開通で躍進する
守谷　どう感じてい
るの？　大切にした
い僕たちの街

平
ひらの

野皓
ひろ し

士さん
（御所ケ丘小５年）

【
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
】

◆
優
秀
校
賞　
　

大
野
小
学
校

◆
奨
励
校
賞　
　

高
野
小
学
校

◆ 

経
済
産
業
省
統
計
調
査
部
長

感
謝
状
（
構
造
統
計
調
査
）鮎

あゆかわ

川節
せつ こ

子さん
（金山）

◆ 

統
計
調
査
員
功
労
者
表
彰

高
たかは

羽豊
とよ こ

子さん
（坂町）

【知事表彰】【総裁表彰】

五
そ う と め

月女良
りょうこ

子さん（けや
き台６）、鈴

すずき

木三
さぶろう

郎さ
ん（下新田）、鈴

すずき

木範
のりこ

子
さん（松ケ丘３）

◆
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

もっともっとアピール
しよう　日本の美しさを

大
おお ば

羽江
え り こ

利子さん　横
よこ せ

瀬
彩
さ

和
わ こ

子さん　小
こす げ

菅桂
け い こ

子
さん（大野小６）　
※ 第 55 回統計グラフ全
国コンクールにも入選

◆
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
賞

ザ・たつ人　
お と な は ス ゴ
イ !!　スクール
サ ポ ー タ ー と
いっしょに

小
こいけ

池　薫
かおる

さん
（郷州小２）

平
成
19
年
度
茨
城
県
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）

　
　

東
明
作
業
㈱
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Moriya Photo News

んなで子育てに関わろう！
ぱーとなーしっぷフォーラムAndante2008もりや (1/27)

賀状で心伝える
年賀状展（1/16～ 30）

性だって負けていません
うまい！簡単！男の料理教室（1/17）

　男女共同参画につい
て考えるフォーラム
が、北守谷公民館で開
催されました。
　当日は、朗読劇や男
女共同参画に関する標
語・川柳の表彰式のほ
か、家族カウンセラー
の宮本まき子氏による
「二世代育児のススメ」
と題した講演会が開か
れました。参加者は、
ユーモアあふれる講師
の話に、時折笑いなが
らも熱心に耳を傾けて
いました。

北守谷公民館にて、男の料理教室が開催されま
した。今回のメニューは肉じゃがと味噌汁、即席
漬け。参加者は慣れない手つきで包丁を握り、講
師に切り方や料理法を質問しながらも奮闘。レパ
ートリーがまた一つ増えたことでしょう。ぜひ家
庭でも腕を振るってくださいね。

　今年も中央公民館では、年賀状展が開催されま
した。
　最近は、メールで済ませる方も多いと思います
が、展示された年賀状は作者の思いが伝わる力作
ぞろい。個性豊かな年賀状が、来館者の目を楽し
ませてくれました。

み

年

男
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●まちの話題を写真記事でお届けします

　中央公民館にて、守谷市消防出初式が行われ、
防災関係者たちが集い、地域の安全を守るため一
致団結しました。
　当日は、団員などによる行進や放水実演のほか、
功労のあった団員の表彰も行われました（表彰者
は 13 ページで紹介）。

年も地域の安全守ります
消防出初式（1/6）

　平成 20 年守谷市賀詞交歓会がウエディングヒ
ルズアジュールで開催され、市内各界の代表者約
150 名の方々が参加し、新年の顔合わせを行いま
した。
　参加した方々は、新春の喜びや抱負などを語り、
今後の守谷の更なる展望を祈念しました。

春の喜びを
賀詞交歓会（1/8）

話の世界にワクワク！
ちいさなおともだちのためのおはなし会（1/11）

ームで一丸となって優勝目指す
市民バスケットボール大会（１/13・20）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

　中央図書館では、主に１～２歳のお子さんを対
象とした「おはなし会」が開催されました。絵本
や紙芝居の読み聞かせに、小さなお子さんたちは
大喜び。毎月第２金曜日に、中央図書館１階おは
なしのへやで開催しています。どなたでも参加で
きますので、ぜひ一度遊びに来てください。

　常総運動公園総合体育館で２週にわたり、市民
バスケットボール大会が開催され、市内の７チー
ムが優勝を目指し、熱戦を繰り広げました。
　　優　勝　Jam's
　　準優勝　Nothin'
　　第３位　守谷バスケットボールクラブ

今

新

お

チ
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考えてみよう！「食」のこと

担当　保健センター・学校給食センター・児童福祉課

栄養教諭をご存知ですか？栄養教諭をご存知ですか？

守 谷 市 役 所
〒 302-0198　守谷市大柏 950-1

 ☎0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/

 発行者　守谷市長　 会 田　真 一

 編　集　守谷市役所総務部秘書課

2月の納期
• 固定資産税・都市計画税 … 4 期

• 国民健康保険税 ………… 9期

• 介護保険料 ……………… 6期

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 20年 1月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  56,290 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやチャリナビ
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内
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世　帯
人　口
　男
　女

20,544 戸
57,785 人
29,272 人
28,513 人

3月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
 2/18 ～  2 / 22 3/ 5
 3/ 3 ～  3 / 7   3/ 26
 3/24 ～  3 / 28 4/ 9

★「栄養教諭」って何？

　平成17年度に創設されたもので、茨城県では平成18年度に10名、
平成 19 年度に 10 名の栄養教諭が誕生しました。

★守谷市にもいるの？

　昨年４月に守谷中学校に配属されました。兼務校として黒内小
学校に週１日、残り４日の午前中給食センター、午後守谷中学校
で勤務しています。

★どのような仕事をするの？

　「食に関する指導」と「学校給食の管理」を一体的に行います。
「食に関する指導」は、次のとおり大きく３つに分かれます。
①個別的な相談指導
　 肥満傾向、過度の痩

そうしん

身、偏食傾向の児童生徒等や食物アレルギー
を持つ児童生徒等への個別的な指導を行います。

②教科や特別活動における指導
　 給食の時間を中心として、家庭科や保健体育科などの関連教科
や特別活動の時間などに、学校給食を生きた教材として活用し
つつ、学級担任や教科担任と連携しながら、食に関する指導を
行います。

③食に関する指導の連携・調整
　 食に関する指導に係る学校全体の指導計画の作成など、学校全
体での取組みに企画立案段階から中心的に携わり、他の教職員
と連携・調整して食に関する指導を進めるとともに、学校給食
便りなどを活用した家庭への働きかけや、地域の生産者の方々
等と連携して体験学習などを行います。

（＋  31戸）
（＋  71人）
（＋  37人）
（＋  34人）

 日 区　　　分
  3 4 5 大井沢地区
 7 10 11 大野地区
 13 14 17 高野、乙子、南守谷地区
 19 21 － 原、原本町、北園
 24 25 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 27 28 － 辰新田、同地、赤法花


